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３月１１日発生の未曽有の巨大地震・大津波，加えて

原発の放射能汚染事故は未だかつて経験した事のない

大災害であり，罹災された同窓・ご家族・地域の方々

に衷心よりお見舞い申し上げます。

同窓会本部は本災害発生後，直ちに（３月１３日）「東

日本大震災対策部会」を設置し，被災状況の把握を主

体に情報収集を開始致しました。同窓会地域理事及び

各支部長の先生方にはご繁忙中にも拘わらず，情報を

お寄せ頂きましたことに厚く御礼申し上げます。

同窓の被害については，入院中の病院が被災し，転

院後に亡くなられた福島県の高齢会員の報告があり，

その他にも罹災されたり原発事故により避難されてい

る会員もおられます。

また同窓会HPには「災害情報用掲示板」を設置

し，避難所において「口腔衛生用具」等が不足してい

る旨お知らせしたところ，全国より本部宛に「歯ブラ

シ」等を多数お送り頂きました。同窓の熱い思いやり

に心から感謝いたします。

同窓会は罹災同窓への救済・支援を目的に「東歯同

窓会大震災支援金」の口座を設けており，多くの方々

よりご協力を頂いております。今後同窓会本部と致し

ましては，原発事故被害を含めて，長期的な支援態勢

が必要不可欠であろうと考えております。

罹災された同窓の先生方をはじめ，ご家族の皆様方

には何とぞ心を強く持たれご健勝にて過ごされます様

に，また貴地域の一刻も早い復興を心より祈念致しま

す。

平成２３年４月

このたびの東日本大震災と，継発した福島県原子力

発電所事故による放射性物質散逸によって，被害に遭

われた同窓の方々に衷心よりお見舞いを申し上げま

す。

家屋の倒壊・流失等に加え放射能によって乱された

日常生活や診療への影響は，まだまだ私たちの想像を

超えた悲惨さであろうことを思う時，心から同情の念

を禁じえません。

大学行事のなかでも重要度の高い卒業式，入学試験

は平時の様式とは変えながらも無事完了いたしまし

た。受験生が交通事情など各種の障害のなか，懸命に

水道橋の地を目指して来たその思いに，我々大学人は

責任の大きさを改めて感じた次第です。

大学は幸いにして稲毛，市川，水道橋の３施設とも

建物の被害はありませんでした。しかし，市川総合病

院は計画停電のため，診療機能が大きく障害され，ま

た大きな不幸がもたらされた職員もおります。ただ，

帰省中の学生に死亡・行方不明者がなかったことに安

堵しております。

大学は被災同窓の方々へ微力ではあることを承知

で，下記のように支援をさせて頂くことに致しまし

た。大学の資金１５０万円，それに台湾同窓会から大学

への支援として贈られた１８０万円の内９０万円を加えた

２４０万円を，見舞金として贈らせて戴きます。

本稿出版の時期には，国中が復興に力強く取り組ん

でいる状態になっていることを願い，被災同窓の先生

方におかれましては，困難な状況を乗り切って頂くこ

とを心より祈念いたします。

平成２３年４月

東日本大震災における被災同窓の
皆様へのお見舞い

学 長 金子 譲

東日本大震災によせて

会 長 大山 萬夫



被災者へのお見舞い
このたびの東日本大震災により被災されました皆様に会報委員会一同心よりお見舞い申し上げます。
不自由な生活を余儀なくされていることと存じますが一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
また会員の皆様には更なるご支援ご協力をお願い申し上げます。
尚，この影響で記事の変更が必要となり被災地の状況及び情報，同窓会本部の対応の経緯等をご報告
するため４－６月合併号とさせて頂きます。
よろしくお願いいたします。



巻 頭 言

東日本を襲った未曾有の巨大地震，津波，火災は，一
瞬にして広大な地域を壊滅状態としました。その後の過
酷な避難所生活，全てを失い呆然としている人々，被災
地の状況に報道等で接する度に胸が痛くなります。それ
に加えて原発の事故，いくら想定外とはいえあまりに惨
い状況です。この大災害で被災された会員の方々，ご家
族，ご親族，ご友人等が被災された方々，また安否不明
者の関係の方々に，心よりお見舞いを申し上げます。
被災後，同窓会本部内には大山会長を中心とした対策
部会を直ちに設けました。そして，日本歯科医師会をは
じめとする関係諸団体等との協力，コンピューターによ
る「本部と支部との情報ネットワーク」の活用，また各
地域選出理事，被災地支部長及び会員による情報収集等
を通じて，被災された会員の情報収集・提供に努めてお
ります。
また同窓会ホームページには「災害情報用掲示板」を設
けました。そして３月１９日には同窓会ホームページへの
１日のアクセス人数が過去最高の２，９１０人に達しました。

しかしながら現時点においては，行政も当面の緊急の
対応をしている段階で，被災地の全容把握には程遠い状
態であります。同窓会本部としては，早急に被災された
会員の被害状況を把握しようと鋭意努力いたしておりま
す。そして被災された会員に対して，同窓会として少し
でも早く協力・支援できればと考えております。
まず震災直後，被災地においては「歯ブラシ」をはじ
めとした口腔衛生管理用品が極端に不足しているとの被
災県の支部長からの情報・要望に対応すべく，物資支援
協力依頼を被災地以外の各支部長，各クラス代表者に案
内させていただきました。同窓には敏速な対応をしてい
ただき，現在までに全国より多大なご協力をいただきま
した事に感謝を申し上げます。既に，１３，０００本以上の
歯ブラシ，義歯洗浄剤等の口腔ケア用品を支援させてい
ただき，今後も被災地からの要請にこたえるべく，さら
に２０，０００本以上の歯ブラシ等が同窓より集まってきて
おります。
今後，被災した同窓会員に対する，可及的に速やかな
る共済金の支給はもちろんのこと，支援金を始めとした
協力・支援をしていければと考えております。
本同窓会の目的は，「会員相互の親睦並びに福祉の増
進を図るとともに，母校の発展に寄与することをもって
目的とする。」であります。互助のため日頃より共済基
金を積み立てております。
そして共済規定では，会員の死亡，風水害地震等の罹
災の場合に共済金を支給する事になっております。支給
される共済金はその金額が十分なものであるとは決して
言えませんが，会員同士の互助精神は，会員相互の結束
を堅くするうえで非常に重要な事であると再認識致しま
した。
また，４月６日には，被災会員への救済・支援を目的
とした「支援金窓口」の銀行口座を設け，現在着々と支
援金が集まりつつあります。
被災地域の方々は，その被害状況が惨憺で悲痛なもの
でも，今後，希望をもって将来に向け再生を図らなけれ
ばなりません。今回のような想定外の大災害の復興に対
しては，行政をはじめとして今までの法律，慣例にとら
われない，敏速で臨機応変な対応が求められます。
同窓会としても，今後，如何に被災会員に対して協
力・支援していくのか，何が出来るのかを問われている
と思います。このような時に，同窓が英知を集め全力で
協力・支援し合い，その結果として，同窓の結束がより
固まればそれにこした事はありません。
今回の大災害に直面し，暖かい同窓の絆の重要性を再
認識するとともに被災された会員，その関係者の方々の
精神的なダメージを含めた，一日をも早い回復をお祈り
申し上げます。
今後とも同窓会への尚一層のご支援，ご協力を宜しく
お願い申し上げます。

同 窓 の 絆

総務・厚生部常任理事

佐々木 眞 澄
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３月１１日午後２時４６分，東北地
方太平洋沖に大地震が発生しまし
た。長さ５００㌔，幅２００㌔の広範囲
におよぶ地震で，青森県，岩手県，
宮城県，福島県，茨城県，千葉県の
太平洋沿岸の地域に地震と大津波に
よる大惨事がもたらされました。そ
の後余震もつづき，ライフラインは
途切れ，福島原発事故による放射線
被害と避難，液状化現象，計画停電
など，東日本では未だかつて経験の
ない悲惨な状況に巻き込まれまし
た。同窓各位におかれましても，大
きい小さいはありましょうけど，想
像を絶する被害を受けられており，
ここに謹んでお見舞い申し上げます。

東日本大震災対策部会の設置
東京も震度５の強い地震に見舞わ
れ，交通機関の不通により，事務
局，役員も出先から動けず各所で一
夜を過ごした人も少なくありません
でした。震災による被害の甚大さに
鑑み，同窓会本部は早急（３月１３
日）に「東京歯科大学同窓会東日本
大震災対策部会」を立ち上げまし
た。構成は会長，副会長，専務理
事，総務・会計・情報担当常任理事
で，初期段階の基本的な姿勢として
状況の把握を第一優先として対応し
ました。
同窓会ホームページ内への
災害情報用掲示板
テレビでは各地の悲惨な情景が映
し出されていました。これをみて心
が痛み，同時に被災地に近い人の安
否が気になります。そこで，同窓会
ホームページに会員の先生方が自由
に書いたり，読んだりできる災害情

報用の掲示板を開くことにしまし
た。掲示板があれば現地情報を知ら
せてもらったり，安否情報を尋ねた
り，それに答えたりすることもでき
ますし，何といっても被災の辛苦を
共感することができます。情報委員
会の先生方に急ぎお願いして，震災
から２日後には災害情報掲示板をス
タートすることができました。いま
まで同窓会のホームページを開く人
は決して多くはありませんでした。
一日多くて１００か２００で，今までの最
高記録でも５００アクセスでした。そ
れが，地震の後，掲示板が動き出して
から連日１，０００件を超えるようにな
りました。あるときは３，０００件近いア
クセスがありました。これはパソコ
ン単位のアクセス数で一日に３，０００
台近いパソコンがアクセスしていた
ことになります。一人２台はあまり
使わないですから，９，０００人の同窓
会員のうち３，０００人が同じホーム
ページをみていたことになります。
アクセス数 アクセス数

３月１０日 ２０７ ３月１６日 １，５３９
３月１１日 １２２ ３月１７日 １，３９２
３月１２日 １２５ ３月１８日 ２，３０７
３月１３日 ３０８ ３月１９日 ２，９１０
３月１４日 ４３３ ３月２０日 ２，１０７
３月１５日 ７１６ ３月２１日 １，８３１
週が明けた１４日（月）の午前中には
岩手県・秋田県支部長からの被災情
報，その翌日には宮城県支部長か
ら，そしてつづけて山形県支部，青
森県支部，福島県支部からの被災情
報が入ってきました。できるだけ多
くの会員が災害用掲示板を使って情
報交換をしてもらえるように，支部
長の先生方，そしてクラス代表者に

もファックス通信を使ってお願いし
ました。クラス会からの安否情報の
提供，問いかけ，それを支部の先生
が応えてくれるやりとり，またその
反対のながれ，縦と横とがうまく織
り交ぜられた，同窓の強い絆を見る
ことができました。ホームページで
は対策部会からのお知らせをいち早
く見ることが出来ますので，是非ご
利用ください。
ファックス，情報ネットをつかった
対策部会からの情報発信
同窓会ホームページのアクセス数
から，かなりの同窓が対策部会の動
きにアプローチできたと思われます
が，そこには支部長やクラス代表の
先生方からの会員各位への伝達のお
陰と感謝しております。３月１２日発
の「東北地方太平洋沖地震による被
災に対するお見舞い」から４月１１日
までの一ヵ月間の合計１１回の対策部
会からのお知らせやお願いを情報
ネット，ファックス通信で出させて
いただきました。「災害情報用掲示
板」設置のお知らせ，「歯ブラシな
ど口腔衛生管理用品支援」のお願
い，「東日本大震災会員被災状況調
べ」のおねがい，そして調査結果の
報告，「支援金協力」のお願いな
ど，頻繁にさせて頂きました。この
過程で一部ご迷惑を掛けたこともあ
り，この場を借りてお詫び申し上げ
ます。今後も余震が続くなどこれか
らの行方も分りませんが，対策部会
からの情報が届きましたら，よろし
く会員各位に縦に横にとお伝え頂く
ことをお願いすると共に各支部，各
クラス会におきましても情報のネッ
トを作っていただければ大変ありが

東日本大震災による被災に対し謹んでお見舞い申し上げます。

東日本大震災対策部会
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たいと思っております。

東日本大震災同窓会員被災状
況調べの結果について
対策を立てる上で被害の大まかな
概況を知る必要があり，概況調査を
おこないました。対象は全国１０８支
部にアンケート方式による被災状況
を質問し，６７支部から回答を頂きま
した。未だ詳細不明との回答を頂
き，まだ数字が増える可能性はあり
ますが，４月１３日現在，被害が報告
された支部は１４支部で，都道府県単
位で青森県，岩手県，福島県，茨城
県，群馬県，千葉県，東京都から被
災のある旨報告がありました。人的
被害は誠に悲しい話ですが，福島県
の同窓がおひとり病気療養中の病院
が被災のため転院を余儀なくされ，
移動の際，体調を崩されご逝去され
ました。謹んでお悔やみ申し上げま
す。建物などの被害は約１００件が報
告され，壊滅的な被害は宮城県，福
島県から５件が報告されました。診
療室被害をみますと，全壊，半壊，
レントゲン破損，ユニットの損傷，
診療所傾斜，液状化被害，など惨憺
たる状況が報告されています。また，
避難も１４件報告され，福井県，千葉
県への他県避難の同窓も報告されて
います。今回の災害ではライフライ
ンが長期間とぎれ，診療が出来な
かったとの被害もでております。本
アンケート調査では選択肢として含
まれておらず，実際にはさらに多く
の同窓が被災されていると考えてお
ります。今後支部長を通して提出さ
れる共済に関連した被災報告により
詳細な数値が出てきますので，その
都度公表してゆきたいと考えていま
す。

東日本大震災による被災者に
対する支援活動
初期対応としての情報の収集，情

報提供活動，被災地への物資支援に
はじまり，今後は経済的支援と進め
てゆきますが，支援の内容について
は被災地からの声に応えられるよう
な支援をすることで部会の意見は一
致しています。この方針を支えてく
れているのが東北からの地域理事
で，被災直後から東北６県の支部長
と連絡し，その後連携をとりあい東
北の被災地からの声を本部に届けて
頂きました。被害は太平洋沿岸に集
まっており日本海側は被害が少ない
ことから，日本海側から太平洋側の
県支部を応援するという東北６県の
団結には胸に熱いものを感じました。
共済制度の適用
被災した同窓に対しては同窓会の
共済制度が適用されますが，今まで
なかったライフラインの中断による
診療不能や原発事故による避難など
も適用範囲に含まれるよう被災報告
の様式を一部改変して対応していま
す。一昨年より共済制度がかわり支
払われる共済金が減額されています
ので，状況により支部への見舞金を
だすことも検討してゆきます。

義援金協力と支援金の支給
対策部会では，日赤や新聞社など
公的組織を通して行われる一般的な
義援金協力を本部として行うことを
決めました。それとは別に，被災さ
れた同窓会員に対する支援をするた
めに支援金を集め支給することにな
りました。支援金窓口を設置し，同
窓の先生方，支部，地域支部連合会
から支援金活動にご協力頂き，集
まった支援金を被災した同窓あるい
は支部にお渡ししたいと考えていま
す。今回の被災の影響は長く続くと
予想されますことから，中期，長期
にわたって支援活動を行う予定です。
支部活動助成金
被災した支部では，情報収集，会
員罹災状況の把握，罹災報告の整備
など，そして被災同窓への支援活動
など，その負担の重さは計り知れま
せん。支部での支援活動を助成する
ため本部から支部活動助成金の協力
も行ってゆきます。
以上のように対策部会では被災者
の状況により柔軟に対応してゆく予
定ですが，なにより会員各位のご理

支 部 名 届出件数
被害状況

壊滅的 診療・生活に影響 影響小
青 森 ２ ２
岩 手 ２ ２
宮 城 ６ ２ ４
福 島 １９ ３ ６ １０
茨 城 ４８ １１ ３７
群 馬 ２ １ １
千 葉 ４ ４
大 学 ２～３ 詳細不明
麹 町 ２ ２
芝 ２ １ １
浅 草 １ １
渋 谷 １ １
深 川 ２ ２
葛 飾 ２ ２

９５～９６ ５ ３２ ５６

調査対象 １０８支部のうち回答のあった支部６７支部
人的被害 福島 １件（死亡）
建物などの被害 ９５～９６件
避難 １４名 岩手 ３名（一時），宮城 １名，福島 ４名，茨城 ６名
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解，ご協力がなければできませんの
で，よろしくお願い申し上げます。

歯ブラシ支援への協力
ありがとうございました
被災から一週間が過ぎましたが，
未だ余震が続いています。災害情報
掲示板で岩手県支部長から歯ブラシ
など口腔ケア用品を送ってくれるよ
う要請が出ました。誤嚥性肺炎でお
年寄りが亡くなるという記事を見る
ようにもなりました。新聞やテレビ
でも口腔ケアの大切さと歯ブラシ支
援の話が出てきました。避難されて
いる方は２０万人とも聞きます。着の
身着の儘で避難された方がほとんど
で，歯も磨けないし，むろん歯ブラ
シは持っていません。水もないし，
日増しに口腔環境は悪化し，お年寄
りは大変危険な状態に陥ることにな
りました。被災地の支部長から，何
とか避難されている人に歯ブラシを
との叫びが伝わってきました。そこ
で，支援の第一弾として歯ブラシ支

援のお願いをホームページ上，情報
ネット，支部長・クラス代表への
ファックス通信で被災県である岩手
に直接送ってもらうようにしまし
た。被災地では宅配便が自宅まで届
けてもらえず，ガソリンが不足して
いる状況の中，支部長みずから支援
物資を宅配センターまで取りに行
き，各所に届けるなど大変なご苦労
でした。また，本部にも１００を超え
る同窓から暖かい支援が届きまし
た。学術委員会の協力により，いわ
き市歯科医師会（東歯Ｓ５１卒・原
英一会長，Ｓ５５卒・野木敏久専務，
Ｓ５９卒・秋元英典庶務：原発周囲３０
キロの方々が多数避難の地域）への
配送の準備をしました。物資は平井
学術委員により４月３日（日）に直接
運送されました。歯ブラシ大人用１
万本，子供用歯ブラシ３千本，歯間
ブラシ２千個，フロス千個，入れ歯
保管容器６５個，歯磨剤６００個，入れ
歯洗浄剤千個，他デンタルフロスに
いたるまで支援することが出来まし

た。皆様からの心温まるご協力有難
うございました。その後も同窓同士
の連絡から，宮城県の避難所へ義歯
洗浄剤などを届ける等支援活動は続
いております。現在歯ブラシ支援は
休止しておりますが，その後も同窓
の先生方からのお気持ちが多く届き
ました。歯ブラシは消耗品ですの
で，次なる支援に備えて保管してお
ります。送付状を見ますと，北から
南まで広い範囲から，そして名前を
見ますと「この人」から，「あの
人」からと顔がみえる支援でした。
誠に有難うございました。

継続的なご支援を
被災地域の先生方と連絡をとって
いますと，一ヵ月たった今でも大震
災はまだ終わらず被災も今後増える
懸念があることを伺っております。
同窓各位におかれましては，一丸と
なりこの苦境を共感し，継続的なご
支援を賜ることを切にお願い申し上
げます。

「東日本大震災被災地訪問記」８月号に掲載予定
５月１日大山会長，片倉副会長，
髙橋専務理事は羽田から花巻空港に
向かい，東日本大震災の被災地のお
見舞いに伺いました。花巻空港では
岩手県支部長鈴木雅夫先生と高橋
文明地域選出理事のお出迎えを受
け，初日は二手に分れて広い被災地
をまわることになりました。
大山会長，片倉副会長は岩手県か
ら宮城県の支部会員を見舞い，被災
地をめぐりました。一方髙橋専務と
高橋理事は花巻空港から秋田県の
高橋理事の車で気仙沼から石巻まで
足を延ばしました。被災された会員
の診療所へお見舞いに伺い，次号の
訪問記では惨憺たる被災地の状況，
診療室の状態，地震の時の会員の体

験などをご報告の予定です。
２日目には大山会長，片倉副会長
は郡山市，いわき市のお見舞い訪問
福島県支部のお見舞いに回りまし
た。特に福島県では佐藤福島県支部
長以下６名が出席され福島県の実情
やお願いを聴くことができました。
ここでは原発事故の影響で二人の会
員が福島県を着の身着のままで離れ
ているそうです。また２０キロ避難の
規制，風評被害と話しが及んでいま

す。
８月号には大山会長の訪問記が以
上のような内容で掲載予定です。被
災地の会員の思いの一部でもお伝え
できればと願っています。
まずは会員の皆様へ，大山会長以
下役員の被災地訪問のご報告と８月
号に訪問記掲載のお知らせをさせて
頂きます。なお同窓会ホームページ
にも会報に先んじて掲載される予定
です。ホームページもご覧ください。
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東京歯科大学同窓会会員各位

この度，東北・三陸沖を震源とするマグニチュード９．０という未曾有の巨大地震により，東北地方を
中心に東日本に甚大な災害をもたらされました。同窓におかれましても大きな被害を受けており，人的
な被害，家屋や診療所への被害，原発事故による避難など，地域により様々な深刻な被害の報告が届い
ております。
本部同窓会といたしましては，各種義援活動への協力はもちろんのこと，被災された同窓会員に対す
る支援も行ってまいります。この度，同窓会員の救済・支援を目的とした支援金窓口を設けましたの
で，会員各位・支部・地域支部連合会におかれましてはよろしくご協力のほどお願い申し上げます。

記

東歯同窓会大震災支援金口座
銀 行 名：三菱東京UFJ 銀行 神保町支店（支店番号 ０１３）
口 座 番 号：普通預金 口座番号 ０２４８６５２
口 座 名：東歯同窓会大震災支援金口 代表 大山萬夫

（おおやま かずお）

注 意
恐れ入りますが，振り込み手数料はご負担ください。
領収書は，振り込み通知書をもって代えさせていただきます。
支援の内容，方法，時期については，被害の状況などをもとに同窓会本部内 東日本大震災対策部会に
おいて決めさせていただきます。

お 願 い
ご協力者リスト作成上，ご送金後に同封の用紙（「東歯同窓会大震災支援金」送金連絡票）をファック
ス（同窓会FAX ０３－３２６４－４８５９）にて送金日時，ご住所，お名前をお知らせください。（電話では受
け賜れませんので，必ずファックスにてお願いいたします。）

支 援金のお願い

東北より全国同窓の皆様へ

大震災から，はや２月以上が経過しましたが，被災地の惨状は改善されておりません。同窓の診療所の多
くは，壊滅的な被害を受けました。福島県の同窓にとっては，原発事故，放射能汚染が重なり，大変に困難
な状況が進行中です。
これまで全国の同窓の皆様からは，こころのこもったお見舞いやご支援をいただきました。本当に有難う
ございました。同窓会本部には，支援金募集の口座が開設され，継続して支援体制を築いていただいており
ます。東北地域支部連合会は，いまこそ東歯イズムに則り，被災会員の再起と地域医療の復興の日まで頑張
りぬく覚悟でおります。どうかこれからも，変わらぬご支援ご厚情を賜りますようお願い申し上げます。

東北地域支部連合会 会長 松山陽一

東日本大震災対策部会
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はじめに
報道によれば，去る４月１７日，日
曜日。全市が流失し，その姿をとど
めない岩手県陸前高田市郊外の金剛
寺境内において，北国の春を楽しむ
被災者の集いがあった，と言いま
す。久しぶりの青空のもと，自然の
脅威に耐えて，辛うじて生き延びた
人々に，桜花はなにを語りかけたの
でしょうか。
東日本大震災は，太平洋沿岸の街を
破壊し，人々を呑みこみ，地形を変
化させました。工業地帯の生産は停
止を余儀なくされ，漁業関係施設も
大きな被害をこうむりました。経済
的な損失は計算の術（すべ）もあり
ません。
福島第一原子力発電所の危機は，人
知のはかなさと現代文明の基盤の弱
さを世界に知らしめました。気の遠
くなるような時間が，この修復のた
めに必要とされることでしょう。そ
れにもまして，この震災は，日本人
一人ひとりのこころに，大きな問い
かけを残しました。
『わたしたちの，戦後の生活のあ
りかたは，これでよかったのだろう
か』と。
『戦後日本の思想と科学がこれで
よかったのだろうか』と。

第１部 被災地のすがた
被災地域東北に住んでいると，自
分が被災者のひとりにもかかわら
ず，まず全体の被害が気になってし
まいます。〈白河以北〉は，歴史的
な背景もあり，一体感がとても強い
のです。
青森県八戸市。多くの文人を魅了し
た種差海岸とその周囲は，どうなっ
たのでしょうか。
岩手県宮古市。朝日の素晴らしい浄
土ヶ浜の景観は守られたのでしょう
か。時折，静かだった以前の街の姿
が目にうかびます。
山田町，大槌町から釜石市へ。入り
江と岬が交差する海岸線の美しさは
表現を越えていました。いまはすべ
ての街が瓦礫と化し，海だけが，何
事もなかったかのように，静かに横
たわっております。
そして陸前高田市。国指定の名勝，
緑豊かな高田松原。海岸の七万本の
松のうちで，ただ一本だけが生き
残っていました。
宮城県気仙沼市。海を豊かにするた
めに，市民は，まず山に木を植えま
した。山を守ることが，海の資源確
保の条件であることを知ったので
す。地震と津波，そして火災が市街
地を焼きつくしたといいます。

石巻市。仙台市郊外にある都市型の
漁港です。たぶん，被災者人口は最
大のはずです。東松島市と松島町。
点在する多くの小島が，湾内の景観
と国宝瑞巌寺を，守ってくれまし
た。
塩釜市。一の宮塩釜神社は高台に鎮
座して，不動の姿のままです。
多賀城市。仙台市若林区。海抜の低
い開発地域と平野部に被害が集中し
ました。
仙台空港，ここから福島県につなが
る沿岸部は，どこも同じように，津
波の浸水を受けました。
福島県浜通り地区。目に見えない放
射線と放射性物質との戦いが重なり
ました。海も陸も川も汚染され，福
島が，ついに〈フクシマ〉となって
しまいました。
日本人の誰もが経験したことのない
福島県民の困難と苦悩は，これから
も長く続くと思われます。

被災地を訪ねて
東北地域選出理事 高 橋 文 明（秋田県）

気仙沼市内の交差点

陸前高田市

気仙沼市内

高田の松原

東日本大震災対策部会
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第２部 同窓
同窓会対策部会の資料によれば，
東京歯科同窓の被害は，予想された
最悪の事態を避けることが出来たの
ではと考えられます。ライフライン
の損傷により，音信不通が長引き，
多くの同窓が，先輩，友人の安否を
気づかいました。伝統の血脇イズ
ム，〈同窓，相和し〉の精神が，脈々
と流れていることに，改めて母校の
有難さが身にしみました。
佐藤和則先生（昭和５２年），佐藤
晶先生（平成１０年）の自宅兼医院
は，気仙沼市唐桑地区の高台にあ
り，津波被害は免れたのですが，停
電が長引き休診１ヵ月以上。
それでも，遺体の確認作業や来院す
る患者のために，投薬や応急処置を
続けられていました。家族全員が明
るく，集合写真の笑顔が輝いて見え
ました。
松橋 孜先生（昭和４６年），松橋精
二郎先生（平成１２年）のオフィス
は，宮古市内の湾岸に近く，一階部
分の半ばまで，浸水を受けました。
精二郎先生の帰郷に合わせて，医院

を新築してまだ４年。休診１ヵ月以
上。それでも将来に期する先生の強
い意志が感じられ，逆に，勇気と力
を頂いて帰りました。
吉川道雄先生（昭和５２年）の医院
は，同じく宮古市内，一階が浸水被
害。４月１２日より，ようやく診療再
開とのことです。
同窓は皆一様に，謙虚で慎ましく，
自分の被害，困難を強く訴えませ
ん。逆境に粘り強く立ち向かってゆ
くその姿には，母校の歴史と伝統が
重なってみえました。

第３部 復興にむけて
震災復興は，長い長い道のりとな
ることは確実です。
日本はこれから先，新しい指標を
見出して，世界に向けて乗り出して
ゆくことができるのでしょうか。被
災した人々が，こころの傷を癒し，

再起の夢を描くことが出来るので
しょうか。
それ以上に，医療人として，一人の
人間として，私たちにいま何ができ
るのでしょうか。血脇守之助先生の
教え，〈歯科医師である前に人間た
れ〉。
それぞれが自分の持ち場で，できる
ことは何かと問い，答えを出してゆ
く。これも長い道のりだと考えられ
ます。
一筋の希望も見えてきました。
陸前高田市内には，歯科が９ヵ所あ
りましたが，すべての医院が流失。
うち２名の歯科医師が死亡。吉田
正紀先生（神歯大：９期生）は，す
べてを失っている身にもかかわら
ず，すぐさま避難所の高田第一中学
校内に，歯科室をたちあげ，連日，
孤軍奮闘されておりました。
釜石地区の歯科医師会も，被災を免
れた会員たちが，各地の避難所で，
口腔ケアや診療に従事。多くの無名
の歯科医師たちが，黙々と，自己の
使命を果たしていることに感動，感
謝の気持ちで一杯になりました。
東京歯科大学校歌には，〈医は是
済世 偏に仁なり〉と，繰り返され
ております。済世とは，『世の人を
救い，助けること』。『社会の救済』
です。
これが母校の精神なのです。同窓会
の精神なのです。なんと誇らしいこ
とでしょう。
震災後を生きるわたしたちは，変わ
らなければなりません。元気をだし
て，亡くなった人の分も，明るく，
仲良く，生きてゆかなければならな
いと思っております。

佐藤家の人々

山田町の消えた町並

大槌町の中心街へ

松橋 孜先生と愛犬

医療支援 高田一中内の歯科室 日の丸 頑張ろう
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被災地で歯ブラシなどの口腔ケア
グッズが不足しているとの知らせ
に，全国の同窓から熱い気持ちが水
道橋の同窓会室宛に毎日宅配便など
で集まってまいりました。
その気持ち（歯ブラシ１２，０００本他
義歯洗浄剤，歯磨剤他）を段ボール
１４箱に入れ，車に思いっきり積み込
み，３月３１日原 英一先生（昭和５１
年卒）が会長をなさっている福島県
いわき市歯科医師会に届けました。
野木敏久先生（昭和５５年卒，いわ
き歯科医師会専務理事）と秋元英典
先生（昭和５９年卒，いわき歯科医師
会理事）にいわき市の救急歯科診療
所でお出迎え頂きました。
お二人はご自身が被災者であるに
もかかわらず，震災の翌日からここ
に詰めっぱなしで，避難所までは到
底まわれてないとのことでした。
香川県の面積より大きいいわき市
で，救急歯科診療所はここ一カ所と
のことで，結構患者さんもおり，ス
タッフの疲れている顔でその大変さ
がうかがえました。
テレビでは三陸ばかりが注目され
ますが，いわきの海岸側もほとんど
同じものでありました。
眼前にある見るも無残な光景は，
津波の恐ろしさを改めて認識させる
もので，ここにはさらに原発の恐怖
もあります。
いわきには避難勧告の３０キロ圏内
から避難している人も結構いるとの
ことで，まずは原発からぎりぎりの
３０キロ地点にある避難所を皮切りに
１１の避難所を回り，直接必要そうな
ものを伺い渡してきました。
物資の支援はなかなか難しいもの

を感じました。先週は「必要」と
言ったものが今日は「十分」という
ことも平気であります。歯ブラシも
メーカーや日本歯科医師会が送って
くれるものは，みな同じパッケージ
に同じ歯ブラシが入っています。２００
人の避難所で，２００人が同じ歯ブラ
シだったらどうなります？同窓会の
持って行ったものは，多くの同窓の
気持ちの寄せ集めですから，逆にバ
ラバラです。そこが功を奏して，わ
ざとバラバラのものを入れました。
正直すべての避難所で大歓迎され
たわけではありませんが，「ちょう
ど切れてきて助かりました」とか「入
れ歯洗浄剤もあるんだ！」「水が出
なくても使えるんだ」など本当に喜
んでくれるところがほとんどで，私
たちの車を最後まで見送ってくれた
ところもたくさんあり，直接渡せて
本当に良かったです。
とくに原発３０キロ圏内の特別養護
老人ホームが１００名の入所者ごと避
難してきた避難所では，口腔ケア
グッズがなく，２週間も避難所生活
をしていると，だんだんと食事も食
べなくなったり，むせるようになっ
てきたりと，看護師さんが次々にお

年寄りを私の前に連れてきました。
そこでミニ講習会もかねて看護，
介護の人たち７～８人に口腔ケア，
口腔リハを説明し，歯科の出来る事
を伝えてきました。
阪神淡路大震災の際に，２カ月以
内の震災関連死の２４％が肺炎による
お年寄りの死亡ということもありま
したので，これだけ感謝して頂ける
と本当に良かったと思いました。
いわきでは，水道，電気もだいぶ
回復し，多くの診療室が診療できる
ようになり，４月３日で救急歯科診
療室も無事閉鎖できるそうです。
原発や地震の危険を顧みず，この
地で頑張っている先生が東京歯科の
同窓と伺い，この大学を卒業したこ
とを少し誇りに思える一日でありま
した。

被災地に送る同窓の心
学術委員 平 井 基 之（昭和５９年卒）

放射線のスクリーニング検査

東日本大震災対策部会

8



東京歯科大学同窓会 災害情報用掲示板より

３月１１日（金）午後２時４６分ごろ
太平洋三陸沖にてM９，０最大震度７
の地震発生（４月１日政府は東日本
大震災と命名），東京歯科大学同窓
会事務所でも震度５強の揺れにより
事務員は机の下に避難，隣接するビ
ル群はお互いにぶつかると思われる
くらいの揺れでした。電車は止まり
水道橋病院にも帰れない患者さん２５
人と事務員，医局員が泊まったとい
うことです。
３月１３日（日）同窓会ホームペー
ジに災害情報用掲示板を被災状況の
情報交換などのため立ち上げまし
た。さっそく岩手県支部，山形県支
部や宮城県支部など周囲の支部，そ
してクラス会からの情報が入り始め
ました。掲示板立ち上げから１週間
は安否確認が主な内容です。「○○
先生は海沿いで一番心配」「△△先
生は無事」「ガソリンがなくて何も
できない」などの情報が交わされて
いました。３月１８日の投稿数は１日
で１４通にものぼり，友人を心配する
投稿，現地の支部長への同級生のね
ぎらいの言葉などがならんでいまし
た。
震災から１週間経つと支援活動に
掲示板の内容は次第に移っていきま
す。「多くの同窓が歯ブラシの件で
ご準備頂いている様子，有難うござ
います」。しかし現地の苛立ちも見
られます。「東北地方のガソリンの

欠乏は致命的です！」「夢中になっ
ている時期が過ぎ，現地はいらだっ
てきています。肝要な配慮をお願い
します。（２０日夜）」同窓会の対策部
会からも現地に「現時点の運輸状況
をお知らせください」と掲載。
対策部会でも２１日「歯ブラシなど
口腔衛生管理用品の提供をお願いし
ます」と支援活動が始まっていま
す。「昨日（２０日），宮城県支部会員
並びにご家族全員の安否が確認でき
ました。全員無事です。」と安否情
報もある程度一段落したようでし
た。
震災後３週間目に入りますと支援
物資の送り先，物資の運送方法，実
際の支援についての投稿が多くなり
ました。しかしながら安否情報がな
くなったわけではありません。残念
ながら訃報もありました。
３月下旬ころから「日歯からもト
ラックで物資が届き，岩歯は配送セ
ンターのようです」支援物資が届き
始めました。一方「検視・検案を終

えた身元不明遺体の計１０４体につい
て，口腔内所見の採取を実施いたし
ました」という報告や，「全国の同
窓から集まった気持ち（歯ブラシ
１２，０００本他）をいわき歯科医師会を
通して，１１カ所の避難所に直接届け
てきました」という現地の報告も掲
載されてきました。現地の状況，被
災地の友人との再会の投稿もありま
した。
同窓会東日本大震災対策本部から
は「被災会員への支援金協力のお願
い」，「東日本大震災同窓会員被災状
況調べ報告（４月１３日現在）」が掲
載されています。
４月１３日現在投稿数９５，掲示板に
は友人，先輩，後輩を心配する心，
同窓の絆を大事にする心にあふれた
１ヵ月の投稿でした。最後に掲示板
を読んだものとして申し上げずには
いられない一言です。「被災地の理
事，支部長の先生方本当にご苦労様
でした」

東日本大震災では 家が，そして町が津波に流される映像が繰り返し放送され，信じられない思い
をしたことでしょう。福島，宮城，岩手に住む同級生，先輩，後輩の安否を心配する電話，メール多
数が同窓の間を行きかったものと思います。
東京歯科大学同窓会では３月１３日「対策部会」を設置し，災害情報用掲示板をホームページに設け
ています。掲示板には４月１３日現在９５通の投稿が寄せられました。電話・携帯が通じない震災直後か
ら，支部，クラス会からの安否情報，支援の情報の交換に災害情報用掲示板は同窓をつなぐ大きな役
割を果たしたものと考えます。

東京歯科大学同窓会 災害情報用掲示板
同窓会（本部内）に３月１３日に「対策部会」を設置いたしております。
平成２３年３月１１日に発生しました東日本大震災による災害の情報を共有
するために，急遽，災害情報用掲示板を設置いたしました。
現地の災害情報並びに会員の情報などがございましたら，ご投稿下さい
ますようお願い申し上げます。 （同窓会ホームページより）

東日本大震災対策部会
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お 知 ら せ

同窓会事業・行事

地域支部連合・支部関係

理事会より
●東日本大震災に対するご協力は，情報ネットやファックス通信により支部長，クラス代
表の先生方を通してお願いし，多くの会員の先生方からご支援を頂くことが出来まし
た。ここに深く感謝をします。本同窓会報に関連資料を同封しましたので，会員の皆様
には更なるご支援とご協力をお願いいたします。
同封資料：①「東歯同窓会大震災支援金」送金連絡票②「東北地方太平洋沖地震等に被
災された皆様ヘ（被災者問診票）③同窓会HP「災害情報用掲示板」設置のお知らせ

●東日本大震災チャリティー同窓会全国ゴルフ大会（４０周年）
と き 平成２３年９月１５日（木）
ところ 武蔵カントリー倶楽部 豊岡コース（埼玉県）
詳細ならびに申込書は１７頁～１８頁に掲載

●平成２３年度東京歯科大学同窓会評議員会・定時総会
と き 平成２３年１１月２６日（土）
ところ 如水会館（千代田区一ツ橋２－１－１）

●TDC卒後研修セミナー２０１１プログラム

●TDCインプラントセミナー・マスターコース
開催日程 �５月１４日（土）・１５日（日）

�６月１８日（土）・１９日（日）
�７月１６日（土）・１７日（日）
�９月３日（土）・４日（日）
�１０月１日（土）・２日（日）

問い合わせ先：東京歯科大学同窓会学術委員会 Tel.０３－５２７５－１７６１

卒研セミナー
№３ ディスカッションセミナー

『義歯の設計を考える』
～診るポイントとは～ ６月２６日（日）

№４ イブニングセミナー
『スタンダードプリコーション』
～感染に対する正しい知識～

９月８日（木）

№５ 実習セミナー
『床型装置と咬合育成』
～介入時期と介入方略～ １１月２７日（日）

●地域支部連合会会長の交代
平成２３年４月１日付
北海道地域支部連合会

佐藤 英俊 氏（昭４９卒）
前連合会長 針谷 毅 氏（昭４３卒）
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母校関係行事・案内

●支部長交代
平成２３年２月１９日付
荏原支部 古澤 博行 氏（昭５１卒）

前支部長 佐々木 康 氏（昭４７卒）

平成２３年３月１日付
福井県支部 伊藤 透 氏（昭４８卒）

前支部長 前田 昇 氏（昭４３卒）

平成２３年４月１日付
小樽支部 坂田 道昭 氏（昭５１卒）

前支部長 長谷川 健 氏（昭４５卒）
板橋支部 須田 希 氏（昭５０卒）

前支部長 森岡 俊介 氏（昭４７卒）

江戸川支部 川野 浩一 氏（昭５４卒）
前支部長 土谷 正光 氏（昭５３卒）

平成２３年４月１６日付
目黒支部 佐藤 仁 氏（昭５２卒）

前支部長 秋草 裕民 氏（昭４８卒）

平成２３年４月２３日付
練馬支部 草柳 英二 氏（昭４７卒）

前支部長 佐牟田和康 氏（昭４２卒）

■本学創立１２０周年記念行事記録DVDを制作

本学創立１２０周年を記念し，DVD「東京歯科大学創立１２０周年記念行事記録」が制作された。これは，創
立１２０周年を迎えた平成２２年に記念事業として催された全行事（記念学術講演会・第２８９回東京歯科大学学
会，記念姉妹校交流会議，記念式典・記念講演・祝賀会，記念学生行事）の様子が１２０分に纏められた，記
録映像である。
なお，DVDは同窓会役員・支部長・地域支部連合会会長に配布される他，千葉校舎図書館，市川総合病
院・水道橋病院図書分館の３キャンパスそれぞれに備えてあり，視聴することができます。

（写真）
東京歯科大学創立１２０周年記念行事記録DVD

お 知 ら せ
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同窓会機構改革の基本的な考え方がかたまりました
足腰の強い同窓会，会員目線の改革，若手同窓が誇れ
る同窓会作り，財政再建，いろいろな課題を背負った同
窓会改革ですが，平成２１年度の事業等検討特別委員会
にはじまり，平成２２年度同窓会改革検討特別委員会，
会則検討特別委員会からの答申をうけ，平成２１，２２年
度の評議員会で協議されてきました。同窓会改革は事業
改革と機構改革とに分かれており，事業改革については
平成２３年からスタートし実行に移され，機構改革にお
いては平成２３年度も議論を続け，順調に行けば平成２３
年度の評議員会でご意見をいただき，早くて平成２４年
から始めることができます。今回の改革は，単に会則を
変えるだけではなく，各地域の先生方のご理解とご協力
が必要で，その上で改革が望ましい方向に進むものと考
えております。

同窓会改革
事業改革………平成２３年よりスタート
１）支部・地域支部連合会との関係強化
２）母校との連携強化
３）シンクタンク機能の推進
４）若手育成・支援のための卒後研修事業の見直し
機構改革………平成２４年度実施にむかって進行中
１）執行部役員について
２）評議員会のあり方について
３）地域支部連合会の役割について

機構改革が必要な理由は
財政上の問題
現在約９０００人の同窓により会は成り立っています
が，１２０年の歴史とともに会員も高齢化傾向にあり会費
免除会員の割合が増えること，また若手同窓からの会費
納入が伸び悩むことから，以前は６０００人を超える会員
から会費をいただけていましたが，最近では減少傾向に
あり５０００人に近づいています。事業改革などにより同
窓会意識の向上を図っていますが，最近の社会・経済情
勢からなかなかすぐには結果が出にくい状況にありま
す。そんな背景を理解されてか執行部と評議員会のスリ
ム化については，多くの会員や支部から声が上がってき

た改革なのです。
地域・会員の声が聞こえる機構改革へ
支部では，「他歯科大学の卒業生も増え，同窓の数が
少なくなってきた」とか，「若い人が入らず高齢化して
きた」などの声が多く，会員数も減り，財政上も厳しく
なり，その結果活性度を段々と失いつつあるとよく聞き
ます。本部としては，支部（会員）と本部との距離を近づ
け，情報提供と情報交換により情報の共有を図り，支部
からの要望を受けとめ応援体制をとれる機構にしてゆく
必要があります。現在情報ネットにより支部長の先生方
には本部情報を流し，お返事もいただける仕組みはほぼ
できあがり，今回の大震災の際にも大いに活躍しまし
た。このような個々の支部との情報交換とは別に，本部
としては地域からの要望や意見を地域ごとにまとめても
らえれば更に執行に反映しやすく，この役割を地域支部
連合会に今まで以上にお願いする状況になってきまし
た。地域支部連合会は，かなり以前より原型は生まれき
ていますが正式には昭和４５年に誕生しました。当時の
記録によれば支部の連携を密にとることや相互の支援体
制などが触れられていますが，全国レベルでの組織的な
連携体制の要としての新しい役割が求められている今，
地域支部連合の存在に大いに期待がかかるところであり
ます。

機構改革の基本的な考え方
第二回理事会において基本的な考え方を取り纏めまし
た。ここでは紙面の都合上，地域選出の評議員について
と地域支部連合の役割についてご紹介したいと思いま
す。
地域選出の評議員について
平成２２年度の評議員会では，「地域支部連合会単位に

１００名ずつに１人の評議員を選出」を提案させてていた
だきました。それに対して，「この方法では評議員を出
せない県がでてくる」との指摘と，「少なくても各県１
人は出せるようにして欲しい」との強い要望がいくつか
出されました。
これらの要望に応え，
「地域支部からの評議員の選出は，１００人毎に追加と
いう原則にして，当分の間の経過措置として各県最低１

会 務

会務アラカルト
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人の評議員の選出とする」
とする基本的な考え方をとりまとめました。現在支部か
ら選出される評議員数は１２８人で，昨年の評議員会で
は，６６人に削減する案を出しました。そして今回，多
少増えますが，７８人の案を提案します。
地域支部連合会の役割について
支部・地域支部連合会の活性化，本部―支部・地域支
部連合会との連携強化を目的に，⑴支部長会を地域支部
連合会で開催してもらい，本部役員と意見の交換ができ
るようにすること，⑵上での述べた方法で地域支部連合
会で評議員を選んでもらうこと，⑶原則ですが地域支部
連合の会長が本部役員についてもらい，併せて任期も本
部に対応できるようにしてもらうこと，⑷継続的に見直
しを行いながら地域支部連合会のその地域に応じた役割
を目指してゆくこと，などを提案します。

改革案のこれからと会員各位へのお願い
今後会則検討特別委員会にて関連する会則について検
討していただくのとの同時に，地域支部連合総会や支部
長会にお邪魔しご理解を求め，各地域から上がる運用上
の問題を調整してゆく予定です。
現実において支部同窓会は医政など県支部単位の活動
を中心にしている傾向があり，地域支部連合会として支
部間の連絡・連携はあまり必要ないとの意見も少なくあ
りません。また地域の広さや交通の便なども推進にとっ
て阻害因子にもなり，目的達成まで時間がかかりそうで
すが，会員の先生方におかれましては支部活動への積極
参加はもちろんですが，地域支部連合会の存在をもう一
度みなおしていただき，各地域において盛り上げていた
だければ，これ以上の応援はありません。

平成２３年度 新入会員（第１１６回卒業生）

会 務
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第１回理事会

平成２３年１月１５日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３０名
議長 大山会長

会長挨拶
我々の執行部は２年目の最後のまとめの年度となり，
色々問題が山積している状況の中での実行段階となり緊
迫した時期に入ってきた。本日は議題が多数あり，充分
ご審議いただきたい。また，それぞれの委員にはご負担
をおかけしているので，理事の先生方からよろしくお伝
えいただくようお願いする。

黙 祷
平成２２年１２月１４日から本日までに逝去連絡があった１６
名のご逝去を悼み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告および承認
１）平成２２年１２月１０日から平成２３年１２月２６日までの日程
を報告。
２）各部報告
⑴ 総務・厚生部：①支部学術講演会講師派遣交通費
の支出について２件報告。②地域支部連合会長交代
について３件報告。③支部長交代について１０件報
告。④支部長退任時の感謝状ならびに記念品の贈呈
について１０件報告。⑤平成２３年度評議員会・定時総
会予定について報告。⑥平成２３年度高齢会員該当者
について報告。⑦平成２３年度共済負担金免除会員該
当者について報告。⑧東京歯科大学同窓会会則につ
いて報告。⑨ゴルフ大会について報告。⑩情報ネッ
トワークWGについて報告。
⑵ 会計部：①平成２２年度評議員会・定時総会経費に
ついて報告。②母校創立１２０周年記念協力金につい
て報告。③平成２２年度における会費納入状況につい
て報告。④会員動向と会費納入状況調べについて報
告。
⑶ 渉外部：①渉外部委員会報告。②日歯会長・監事
選挙報告。③都道府県歯会長選挙報告。
⑷ 広報部：①会報委員会報告。②平成２２年度情報部
委員会報告。

⑸ 事業推進部：①平成２２年度学術部委員会報告。②
学術委員会・TDC卒後研修セミナー報告。③大
学・同窓連携委員会・インプラントセミナー報告。
④シンクタンク委員会・東京歯科大学同窓会フォー
ラム報告。
⑹ 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会の準備状
況報告。

各地域選出理事報告
（機構改革について中心に報告・発言を依頼）
１）戸田理事（北海道）
評議員削減についてはおおむね賛成，特に県単位で
評議員を考えるというのは賛成である。先日開催され
た北海道地域支部連合会支部長会では本部からの出席
役員と充分話し合いを持つことが出来た。今後各地で
そのような形で意見交換ができれば，評議員数が削減
されても問題ないと感じた。
２）高橋理事（東北）
東北地域支部連合会の各支部長にアンケートを取
り，まとめたところ①基本的に各県一人の評議員は残
してほしい，②経費削減は必要である，③都市部の複
数のいる評議員から削減していったほうがよい，④連
合会長が地域選出理事を兼ねるのは賛成である，以上
の結果であったことを報告。
３）長久保理事（関東）
関東地域支部連合会としての話し合いはまだしてい
ないが，議題として今後提案して各県の意見を集約し
たい。
４）早速理事（東京）
東京地域支部連合会としては特にない。

５）飯島理事（信越）
信越地域では役員交代したところなので，まだ話は
していない。連合会長が理事になるのは賛成だが，本
部と支部で任期の違いの整合性をもたせる必要があ
る。１つの県で一人の評議員をという意見もあるが，
その場合は人数的不公平感も議題として考慮しなけれ
ばいけないと考える。
６）宮田理事（東海）
東海地域では各支部の構成を考慮すると連合会長を
２年務めるのは不可能な支部もあり，連合会長が理事
になるというのは無理であると考えている。評議員数
削減については賛成である。

理事会のうごき
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７）宮本理事（北陸）
各県から一人の評議員は出してもらいたい。少人数
であってもそれぞれ支部として活動している。地方で
あればあるほど，本部や大学とのネットワークが小さ
くパイプが細くなる。会員に切り捨てるイメージを持
たせないようにしてほしい。
８）井口理事（近畿）
今は各支部・各末端会員の意見等を聞いている段階
ではなく，思い切って理事会で決めて，それに合うよ
うに各連合会・支部がかたちをもっていく時期に来て
いると考える。
９）山根理事（中国）
中国地域では改革の案には賛成しているが，評議員
数について各県一人は必要であるという意見が出てい
る。

１０）久保田理事（四国）
５月２８日に四国地域支部連合会総会を開催予定であ
ることを報告。
評議員数に関しては議論を蒸し返していたら進まな
い。全員賛成というのは無理である。機構改革を主眼
として優先して進めていかないと決まらない。

１１）濱田理事（九州）
各県評議員一人は必要であると考えているが，九州
地域支部連合会は５月に役員改選となるので現在具体
的に決まっていない。

協議事項
１）会費，共済負担金納入延期願いについて１件承認。
２）同窓会会則変更にともなう施行細則の変更について
協議の結果，承認。一部検討事項とする。
３）事業推進部の構成および事業内容について協議の結
果，承認。
４）平成２３年度より実施の事業改革：若手対策，未加入
対策について協議の結果，承認。
５）平成２３年度より実施の情報ネットワークについて協
議の結果，承認。
６）会務に関する平成２３年度検討項目について協議の結
果，承認。今後継続して検討する。
７）各都道府県歯科医師会会長選挙への対応については
会長一任とすることを承認。
８）東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯会長と同窓
会役員との懇談会開催日について協議の結果，承認。
９）学術委員会委員退任願いについて協議の結果，承
認。

１０）平成２３年度全国同窓ゴルフ大会を４０周年記念大会に
したい旨の提案，協議の結果，承認。

１１）同窓会報送付封筒の透明化の試行について協議の結
果，承認。

１２）同窓会ホームページと大学ホームページリンクに関
して，今後とも大学と共に検討していくことを協議の
結果，承認。

１３）東京歯科大学第１１６回卒業証書・学位記授与式祝い
金について承認。

「同窓会会則の掲載訂正とお詫び」

３８０号（２０１１年２月）に掲載させていただいた，「東京歯科大学同窓会会則」の
掲載に，一部誤りがありました。ここに訂正させていただくとともに，お詫び申
し上げます。

第５章 名誉会長，名誉会員，顧問，嘱託および委員
（名誉会員）
第２２条

（誤）２ 会長は，・・・・・に推薦し，めいよ会員章を贈り，
（正）２ 会長は，・・・・・に推薦し，名誉会員章を贈り，

理事会のうごき
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渉 外

日歯代議員会１日目の３月１０日
（木）午後６時より飯田橋のホテル
メトロポリタンエドモンド２階「薫
風」にて開催されました。
出席者は，日歯役員３名，日歯代
議員・都道府県歯会長１８名，同窓会
役員１６名，そして来賓として本学の
熱田俊之助理事長，金子 譲学長も
列席くださいました。
髙橋義一専務理事の司会進行で，
片倉恵男副会長が開会の辞を述べ，
大山萬夫会長より「より足腰の強い
同窓会にしたい。また同窓会の役割
の一つに大学支援がある。大学移転
の件，並びに募金の件はこれからも
同窓会各支部に一層ご理解してもら
うよう日歯代議員の先生方にもご協
力頂きたい」という挨拶がありまし
た。
熱田理事長からは「移転の件は，
大方ご理解をして頂いていると感じ

ている。また，さいかち坂校舎の起
工式も無事に終了した。同窓会も近
年なく改革をしておりご苦労だと
思っている。最後に法人に対し，よ
りご協力頂きたい」とご挨拶を頂き
ました。
また，金子学長からは「移転の件
は，それなりに進んでいるが稲毛の
跡地利用については何も決まってい
ない。今までの歯科大学と衛生士校
だけという選択肢でなく世間の情勢
をみながら幅広く考えていきたい。
また，本年の受験生数は約５０％アッ
プした。理由はいろいろあるが，各
歯科大学の評価は二極化されてきて
いるなか，学生や保護者は学費の安
いところでなく質を求めている。そ
の質の一つが国試の合格率の良いこ
とや６年間の教育場所を都心に求め
ている。ただ今後は我校も超高齢化
社会や少子，日本経済を考えれば計
画的に学費は下げないといけない。

その時には発想を変えて同窓会と一
体となり大学運営をしていきたい」
という挨拶を頂きました。
続いて，第１６７回 日歯代議員会の
報告を群馬県歯会長の川越文雄先生
よりあり，佐々木眞澄総務担当常任
理事より会務報告と島村 大渉外担
当常任理事より渉外部の活動報告に
ついて説明されました。懇談会終了
後の懇親会では，川口 浩衆議院議
員（Ｓ５４年卒）より力強いご挨拶を
頂き，大久保満男日歯会長が，村上
恵一日歯専務理事，柳川忠廣日歯常
務理事とお見えになり，大久保会長
がご挨拶で「まずは東歯大同窓会に
は日頃から大変お世話になっており
心から御礼申します。さて，２期５
年，そして次期も会長として当選さ
せて頂いた御礼とご承認を頂きまし
たので次期もよろしくお願いした
い。また，江里口 彰常務理事（Ｓ
４７年卒）には，２期５年学術，渉外
研修を，森岡俊介理事（Ｓ４７年卒）
には，社保を１期２年本当に良く
やって頂いて感謝している」という
挨拶を頂きました。各代議員の方々
より一言づつ頂き，恒例の鳴神保雄
顧問より総括を頂き，田原邦昭総務
担当常任理事の閉会の辞で終了しま
した。

東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯会長と
同窓会役員との懇談会
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ゴルフ大会開催につきご挨拶申し上げます。本年のゴ
ルフ大会開催に当たり過日開催された委員会において，
東日本大震災による被害の甚大さに鑑み「本年のゴルフ
大会は自粛すべきではないか」とのご意見も有り，協議
致しました。結果としてチャリティーゴルフ大会とし
て，罹災された同窓の方々を少しでもご支援しようと云
う結論に達し，前向きに開催する事になりました。この
主旨にご賛同の上，クラス会ご友人一名でも多くの方々
のご参加をお願い申上げます。
本大会は，会員相互の親睦を図るため故井上 眞会長
のもと故阿保喜七郎先生と熱田俊之介先生を担当理事と
して企画されました。大会会長を故城谷加寿雄先生にお
願いし，酒井雄学現委員長の協力により昭和４７年第１回
大会が武蔵カントリー倶楽部で開催されました。以来本
年で４０周年を迎えます。今回お里帰りではありません
が，第１回開催クラブ武蔵CCにての開催が決定致し
ました。武蔵・豊岡コースは平成２１年日本オープンが開
催された素晴らしいコースで，ビギナーの方でも一度は

プレーしたいコースの一つです。セミプロ級の先生方は
好スコアーを楽しみにチャレンジしてみては如何でしょ
うか。お待ちしております。
本大会開催に当り，ご協力頂いた酒井委員長はじめ委
員会の先生方に感謝申し上げます。

通信欄

ご 挨 拶

同窓会会長・大会会長 大 山 萬 夫

東日本大震災チャリティー
同窓会全国ゴルフ大会（４０周年）

���������������������������������������キ�リ�ト�リ�線����������������������������������

東日本大震災チャリティー
同窓会全国ゴルフ大会（４０周年）

所属支部名 氏 名 卒業年度

住 所〒 TEL（ ） －

生年月日
ハンディキャップ
（プライベートでも可）

参加費７，０００円を添えて申し込みます。

１８番ホール
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同窓会全国ゴルフ大会を，埼玉県の武蔵カントリー倶
楽部・豊岡コースで開催いたします。本コースは名匠
井上誠一氏設計で，平成２１年度日本オープンを始め数々
の名勝負が繰り広げられてまいりました。武蔵野の面影
を色濃く残すとても美しい林間コースですが，微妙なア
ンジュレーションとグリーンを囲むバンカーにより，外
観からは想像できないほどの難コースとしても有名で
す。
会員各位には奮ってご参加いただきたくご案内いたしま
す。

開催日時 平成２３年９月１５日（木）
会 場 武蔵カントリー倶楽部 豊岡コース

〒３５８‐００２６ 埼玉県入間市小谷田９６１
TEL ０４－２９６２－４１５１

交 通 車 利 用 圏央道 入間 ICより３００m
電車利用 西武池袋線 入間市駅下車

クラブバス・タクシー利用１０分
競技方法 １８ホールストロークプレイ

（ダブルペリア方式）
参 加 費 ７，０００円
募集人数 １６０名（先着申込順）
申込期間 平成２３年７月１日～７月１５日
申 込 先 東京歯科大学同窓会ゴルフ大会係宛

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
TEL ０３－５２７５－１７６１

申込方法 参加申込書に所定事項記入の上，会費７，０００
円を添えて，現金書留封筒でお申し込み下さ
い。クラス会単位その他のコンペ同時開催に
よる一括申込の場合も申し込み時に必ず全員
の参加申込書と会費を添えてください。な
お，電話での受付はいたしません。

追 記 本大会についての詳細は大会実施要項とし
て，参加申込み手続き終了の方に直接お送り
します。その他ご質問お問い合わせは下記ゴ
ルフ大会委員にお願いいたします。
高宮紳一郎 TEL ０３－３４０６－３６７７

最寄りホテル（宿泊希望者は各自お申し込みください）
入間第一ホテル
〒３５８‐０００３ 埼玉県入間市豊岡１－１５－１４
TEL ０４－２９６６－３１１１
西武池袋線 入間市駅 徒歩１０分・タクシー３分

ご 案 内

大会実行委員長 酒 井 雄 学

２番ホール

１２番ホール

１７番ホール

ゴルフ大会
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学 術

２０１１年度の卒研セミナーは２月の
フォーラムよりすでに始まりまし
た。今年度からは同窓会機構の改革
により，学術部と保険部が合併し，
新たに事業推進部となりました。今
年は従来の卒研セミナーの他，新た
な試みとしてイブニングセミナーが
始まります。また大学の全面的なご
協力をいただいて，全１０日間のイン
プラントセミナー・マスターコース
も企画されております。
卒研セミナーも誕生してから３５年
以上が経過し，経団連ホールから始
まった会場も血脇ホールに移転し１０
年以上，その血脇ホールも２０１０年度
限りで改修工事が行われるため，さ
らに会場は新たに移転することにな
ります。
卒研セミナーでは毎回，受講生の
先生方へのアンケートや同窓会各支
部の先生方よりご意見を直接いただ
いています。それらの中には毎年似
たようなテーマではないかという，
厳しいご意見や，「業者やメーカー
とタイアップした企画はいかがか」
という意見もあります。もちろん業
者を常に排除しているなどというこ
とは毛頭なく，それぞれの内容に即
してご協力いただいておりますが，
即物的な情報のみを聞きに来る受講
生は決していないはずだという姿勢
を卒研発足以来のアドミッションポ
リシーであると考え，柔軟に対応し
ております。
一方で，本年のインプラントセミ
ナー・マスターコースや矯正治療な

どは比較的若年の先生方をターゲッ
トにした企画内容ばかりではという
ご意見もあります。同窓会の改革方
針の中に「若手同窓の支援」という
ことが挙げられております。地区の
歯科医師会などでは若手の先生方の
参加が少なくなり組織率が低下して
いると言う現状があります。若い先
生方に魅力ある同窓会を目指すため
にも，より興味を持っていただくコ
ンテンツを増やすことは重要である
と考えます。もちろん総義歯や根管
治療という歯科医療の根幹をなす
テーマも大切に扱っておりますし，
何年にもわたり全部のコースを受講
して下さる大先輩もおられることを
我々委員は感謝するとともに誇りに
思っております。
さらには，「東京だけでなく地方
開催も検討したらいかがか」という

ご意見も伺っております。今年の受
講生の先生方のお住まいを分析する
と次のようでありました。（図）
このような結果を受けて，委員会内
部でも今後は各地方にも従来とは
違った形でお届けする必要性を感じ
ました。
最後に，「強いもの，賢いものが
生き残れるのではない。変化に対応
できるものが生き残れる」と言われ
ております。現在の日本に存在する
様々な問題に今後，我々，歯科界が
立ち向かっていくためには変化が必
要です。私達は同窓会の学術事業と
して，皆様の先頭に立って変化する
所存ですので，これからも一層のご
理解とご協力をお願いしたいと思い
ます。
（２０１０年プログラム委員長

平井基之）

「２０１０年 卒後研修セミナーを振り返って」
－その改革すべきこと－
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東京歯科大学同窓会フォーラムが
２月２０日にTDCビル１３階会議室に
て行われた。
歯科医療を取り巻く社会情勢を科
学する必要性があり「歯科医療の将
来に向けて～国民歯科医療の充実と
は～」をメインテーマとして歯科医
療の現状と良質な医療を提供してい
くための将来像，近未来の歯科医療
のあり方について考えることが提案
された。
そこで今回はそれを継承して日本
型医療制度を探るため４人の先生方
と，別の切り口として文化人類学の
分野から波平恵美子先生による特別
講演が行われ，医療人類学からみた
「日本人の健康観」をお話ししてい
ただいた。

《小林 顕先生 東京都開業》
「日本型歯科医療の模索」
歯科医師は表面的には「便利屋」
を演じつつ，かかりつけ歯科医とし
て患者さんの生活に寄り添う姿勢で
その専門性を発揮し結果として
QOLの穏やかな低下を図るように
努力すべきである。
医療は日々の生活を送る人々を支
えるためのものである。人々が歯科
医療サービスをうまく利用できる仕
組みであってほしい。

《特別講演 波平恵美子先生》
「日本人の健康観と保健行動に見る
身体観」
昔の日本人の健康観は十分な労働
ができ，顔の表情が明るいかどう
か。また家族を含め回りの人とにこ
やかに会話ができているかどうか。
心地よく生活ができているかで健康
を計っていた。歯の状態は入れ歯の

人はいなく，齲蝕などはなく全身の
筋肉を使うため口腔内の血流は良
かったのではないかと思われる。ま
た習慣的に食事は決まった時間以外
は絶対食べない。
口の中への意識も高く何でも神が
宿るという信仰のため全身が非常に
清潔であった。急速な欧米化に問題
があるのではと考える。
どれほど歯というものが人類の身
体とかかわり合いがあるかというこ
とがわかる。歯の重要性をなんとか
庶民にわかるような形でぜひとも歯
科学会をあげて PRをしてほしいと
思う。

《中川勝洋先生 東京都開業》
「日本型歯科医療制度の問題点」
イギリスは国営（NHS）で，政
府の介入が大きく救貧制度から公的
扶助化している。
ドイツは自主的に運営されてい
て，政府の介入は少ない。共済組合
から社会保険化している。
どちらも治療の流れは自費・保険の
モザイク治療で地方への権限移譲が
され独立している。
日本はOECD加盟国中医療費の
GDP比は低いがWHOの健康度の
評価は１位である。
我が国の医療保険制度の特徴は国
民皆保険で自由開業制，医師の裁量
権，最善の診療を選択する権利と義
務等であり，診療報酬は診療報酬点
数表・薬価基準・療養担当規則に沿っ
た診療で混合診療は禁止されてい
る。今後歯科界が発展していくには
歯科医療費の総額拡大が必要であ
る。

《大久保満男先生
日本歯科医師会・会長》

「明日の歯科医療を目指して」
国民皆保険制度下の歯科医療，日
歯の会長として今まで経験してきた
中で社会保障制度としての国民皆保
険について三つの大きな課題を掲げ
た。
１．国民国家の誕生と社会保障
２．国家はなぜ医療の価格を一元的
に決定できるのか
資本主義社会において価格は市場で
決定されるという大原則との関係
３．社会保障制度と平等の理念につ
いて講演された。１９６１年の国民皆保
険制度の立場から医療はある種の統
制経済のもとにあり，国民から見れ
ばいつでもどこでも平等に受けられ
る医療である。
医師から見れば国家の経済状態や
政策に左右され，規制のもとに置か
れている。
ゆえに画一的で合理的な制度と人
間が存在するため個別的で非合理的
な医療との距離を縮めることが必要
である。
これからの国民皆保険制度の問題
は健保組合，協会健保，国民保険の
バランスをどうとるかが問題であ
る。
これから団塊の世代が高齢化し，
高齢者の医療が問題化し在宅医療を
どうするかが焦点となる。
今後歯科医療が「診療室で完結す
る」医療にとどまらず「暮らしの中
で，食生活を維持し，患者の生きが
いを支える」医療へと発展していく
ことが望まれている。
そして地域における全人的医療の

卒研リポート２０１１
「国民に最良の歯科医療を提供するために」
～日本人の健康観と日本型歯科医療制度を探る～

学 術
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一翼を担い，様々な業種と恊働し新
しい医療提供体制を創る先導的な役
割を望まれている。
歯科医師会とは会員が生涯を通し
て共に学びあう場である。

《石井拓男先生
東歯大・社会歯科》

「医療連携とチーム医療で今歯科衛
生士業務をどう考えるか」
診療補助の範囲はその歯科医行為
の危険度と歯科衛生士の知識・技能
の限界から相対的に捉えられるもの
である。
それを正しく判断するのは歯科医
師である。
我々歯科医師が助手診療補助者を
使う習慣がなかったので今後はしっ
かりとした社会習慣が形成されるべ
きである。

ディスカッション

日本型医療はどんなのだろう
これからどのようになるのだろうか
医科のテーマでディスカッションが
行われた。

・健康観について
「個人の身体というものを調べる社
会のスタンダードな基準があるべき
でそれが今はあまりにもなくなって
いる。
自分の身体は自分の自由であるとい
う考えをもっている。
生活がきびしくなれば
口回りのことに無頓着になる
これは生活保護者ネットカフェ難
民あるいは高齢者にもいえることで

社会的生活が縮小していくことが深
く関わると考える。」
（波平先生）

「不便がなければそれで良いという
口の中の健康観
今の歯科医療は細胞レベルのはなし
を取り扱っているが
高次元の話になっているが
人々が持っている健康観から
歯科医療が離れていっている気がす
る。」
（小林先生）

「個人主義というものから
家族というものに世の中全体が戻る
ことが必要である。」
（中川先生）

・日本型健康観に影響を与える
TPP，医療ツーリズム，クロス
ライセンスについて
「外国の文化の違い，ものの考え方
の違い，交渉するときのスタンダー
ドの違い，それを考え政府が総合的
に判断をすることが必要。
医療ツーリズムは人道支援の立場の
ものならよいが
観光をかねた医療等は考えられな
い。また医療の現場では言語が大事
でコミュニケーションがとれない場
合は難しい。」
（大久保先生）

・ターミナルデンティストリーにつ
いて
「今の個別化された社会は死に方の
モデルを見る機会がないため
疎外感を持つのではないか。
これをどのように解決するかは医療
と関わりが深いところである。」
（波平先生）

「死に至るまで食べることが深く関
わりを持つ生きる力に大きな影響を
与える。」
（大久保先生）

長時間にわたる講演であったが，今
回別の分野の先生のお話を伺い新た
な視野に立って歯科医療について考
えることができた。また歯科医師と
してこれからすべきことに新たな意
欲が湧いてきた。

（取材・広報部 臼田 準）

《波平恵美子先生 紹介》
日本民族学会（現日本文化人類学会）
《研究活動》
１９６４年より日本国内各地で文化人類学
的調査に従事。死の文化と死者儀礼，
日本における臓器移植を巡る問題，病
気治療と病気観，死および女性の生殖
機能に関わる不浄性の意味，身体観と
文化，など広い意味での「いのち」を
研究テーマにしている。
《主な著書》
「病気と治療の文化人類学」

海鳴社
「脳死・臓器移植・がん告知」

福武書店
「病と死の文化」・「医療人類学入
門」・「日本人の歯のかたち－靖国から
伝統儀礼まで」

朝日新聞社
「からだの文化人類学」

大修館書店
（他多数の著書あり）

学 術
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保 険

被災された患者さんの受付業務の流れおよび
診療報酬の請求の流れと注意点
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３月１７日の卒業式を目の前に控え
ていた矢先，あの大地震が発生しま
した。その後，福島原子力発電所に
緊急事態，その電力低下による計画
停電，千葉では液状化現象が起き，
その後も頻繁におこる余震，電車も
動かず等の様々な心配事が重なって
しまいました。こんな状況の中，
いったい卒業式が行えるのだろうか
と金子学長はじめ大学関係の方々
も，決断に頭を抱えられたことと思
います。また，学生や家族も不安に
思っていたと思います。しかし予定
通り千葉校舎講堂において待ちに
待った１１６回卒業証書授与式が行わ
れることとなりました。大学は１２５
名全ての学生の無事を確認，そのう
ち１０１名が出席できることになりま
した。学生の服装は男女共に地味で
いつものような華やかさはないもの
の背筋を伸ばし凛々しくキラキラと
立派に輝いていました。金子学長か
らは「歯科医師として常に興味を
持って学び医学的技術と人間性に
よって患者さんとの信頼関係を獲得
してください」との告示と「世の中
は５分の真味に２分侠気，あとの３
分は茶目で暮らせよ」の血脇先生の
お言葉も頂き，熱田理事長からは「自
分の置かれた場所や立場でベストを

尽くし，回りを照らして下さい」と
又，大山同窓会長からは「良心と尊
厳を持ち，歯科医療を天職として邁
進し患者さんとの信頼関係を築いて
下さい」とのご祝辞を頂きました。
通常より短い時間で行われました
が，それぞれが出席できたことを心
より感謝し，不本意ながらも欠席し
た友人も一緒だという思いの中で一
生忘れることのできない貴重で感動
的な卒業式になったことと思いま
す。
式終了後謝恩会中止のため，教室
に移動して国試までの道程というビ
デオを見たり担任の先生方と心温ま
る集いが行われました。そして最後
に佐藤 亨先生が「皆，落ち着いた
ら絶対に全員で顔を合わせる会をや

ろうな‼」の声に，学生全員大賛成
する姿が，とても感動的で保護者か
らも大拍手でした。

朝日新聞千葉版より （平成２３年３月２９日朝刊）
― 母校謝恩会を中止に ―

朝日新聞千葉版には，東京歯科大学の今年の卒業生１２５名が謝恩会を中止，その会費１００万円を被災者へ
の義援金としたとの報道が掲載されました。

おう ち

その記事には『黄地健仁・卒業準備委員長らが，卒業生に「取りやめた謝恩会の会費を被災地に送ろう」
と呼びかけた。同大では，実家が宮城県や福島県で，春休みの帰省中に被災した学生もいるという』と書か
れていました。
謝恩会で毎年見られる晴れがましく若々しい卒業生の笑顔が消えてしまったことは大変残念なことです。
卒業生はもとよりご父兄そして大学教員の苦渋の気持ちをお察しいたします。

母 校 だ よ り

第１１６回 卒業証書授与式

受 賞 者 一 覧
学 長 賞：中村有希
血 脇 賞：河野由貴，下山瑶子，戸田麻衣子，岩井千弥
井上 裕賞：野末真司
精 勤 賞：中村有希，野末真司，石川文平，古瀬 健，牧口実央，

加藤阿希，臼田 聡，押切利之，井澤宏之，齋藤研太
卒業論文賞：黄地健仁，高本愛子，森本久美子，和田将朋，

新倉陽一朗，小島佑貴，齋藤研太，二宮 文，中村有希，
新田由貴江，鈴木香里，神田雄平，大峰悠矢，小畑朋邦，
河野由貴，高原利和，野末真司，寺嶋 悟，鈴木義弘，
萩尾美樹，田中恵里子，高田 恵，福嶋玲雄
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平成２３年度入学式は東日本大震災
の影響により，予定より一週間遅れ
の４月１２日（火）午後１時より千葉
校舎講堂において挙行されました。
大学関係者，父兄会および同窓会役
員，新入生父兄が見守る中，やや緊
張した面持ちの新入生１２８名及び編
入学生９名が入場しました。佐藤
享学生部長の司会により開式となり
ました。国歌斉唱ののち，河田英司
教務部長の呼名に応じ，計１３７名の
新東歯大生が一人づつ起立し紹介さ
れました。
金子 譲学長より訓示をいただき
ました。被災者の方へのお見舞いの
言葉に続き，「歯科での再生医療や
遺伝子治療の創生，口腔機能が健全
に営まれていることが全身の健康に
深く結びついていることなど，新し
い発見から歯科と医科との協業作業
も進んでおります。このような現状
は皆さんの抱いていた歯科にたいす
るイメージを大いに変えるかもしれ
ません。日本の超高齢化社会におけ
る歯科医療の役割も焦点が定まって
きております。皆さんのもって生ま
れた資質と大学生活で養われたもの
とがあいまって豊かな人間に育って
くれることを願って，訓示といたし
ます」と述べられました。
次に熱田俊之助理事長より祝辞を
いただきました。建学者である血脇
守之助先生の「歯科医師たる前に人
間たれ」の言葉を引用して「血脇イ
ズム」に基づく人間教育が１２０周年
を迎えた本学の根幹であり，皆さん

はこの伝統を継承し，更に素晴らし
い大学に育てていっていただきたい
と述べられました。「医療人として
のスタートを切る皆さんも，“人と
のつながり”を学び，互いに支え合
い，かがやき合いながら学生生活を
満喫することを願います。これから
の皆さんの揚々たる未来の中で，本
学で過ごされる一日一日を大切に送
られて，魅力あふれる人間となられ
るように，そして一層大きく成長さ
れることを祈念いたします」と述べ
られました。
続いて新入生代表の阪上隆洋君が

「伝統ある本学の誇りを胸に刻み，
諸先生方のご指導の下に勉学に励
み，人格の陶冶に努め，学生の本分
を尽くす事を誓います」との宣誓を
行いました。さらに金子学長より大
学の徽章の授与が行われ，新入生を
代表して齋藤菜月さんの胸に徽章が
授けられました。

最後に管弦楽部・合唱部のリード
のもと，出席者全員により校歌を斉
唱し簡素かつ厳粛なうちに入学式が
終了しました。
入学式に先立ち，新入生父兄を対
象とした学内見学会が行われまし
た。
矢島安朝学生副部長が説明をされ
た後，２班に分かれて臨床実習室，
病院の保存科診療室，口腔インプラ
ント科診療室，史料室などの見学を
行いました。震災による液状化の影
響が心配されましたが，道路や駐車
場に亀裂が見られたものの，校舎や
病院等の設備には全く異常がなく教
職員や学生が忙しく行き交い，患者
さんもスムーズに診療を受けられて
おられ，大学の教育・診療といった
総ての機能が全く影響を受けていな
いことがわかり安心することができ
ました。

平成２３年度 母校入学式

母校だより
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大学教務課より提供された資料により，個人情報保護法の観点により掲載しております。
（広報部委員会）

平成２３年度新入生名簿

平成２３年度第２学年編入（９名）

母校だより
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支部のうご き

東京地域支部連合会

新年交歓会
平成２３年１月１５日（土），午後６時

３０分より，１７４名の会員と多数の来
賓を集め，恒例の新年交歓会がホテ
ルメトロポリタンエドモント２F
「悠久」にて開催された。
司会は冨山雅史専務理事。開会の
辞を早速晴邦副会長，続いて矢﨑
秀昭会長が壇上に立ち年頭の挨拶を
述べた。
来賓の挨拶では熱田俊之介理事長
からは，昨年創立１２０周年式典が無
事終了した事，水道橋移転への会員
の協力，本年度の受験現状について
の説明があり，井出吉信副学長から
は，本大学志願者の現状を他校と比
較してわかりやすく説明して頂き，
東京歯科大学の学生としての誇りを
持とうと志気を高めて頂いた。
次いで，大久保満男日本歯科医師
会会長より，大都会の孤独な高齢者
に目を向け歯科の使命を果たそう，
とのお話があった。さらに大山萬夫
東京歯科大学同窓会会長より「同窓
会の制度改革」の説明を，高橋哲夫
都歯副会長より「未入会会員対策」
「公益法人制度改革の対応」「都歯
附属歯科衛生士専門学校の運営」な

どの諸問題について説明があった。
川口 浩衆議議員（Ｓ５４）からはこ
れからの歯科界の為に全力を尽くす
という力強いお言葉を頂いた。
平成２２年度受章（賞）者の顕彰で
は，服部玄門先生が代表して謝辞を
述べた。
退任・新任国保審査委員の紹介
後，松田秀之先生（下谷支部）の乾
杯で懇親会が始まった。懇親会の中
で大曾根正史東京都歯科医師連盟会
長，川本 強東京都学校歯科医会会
長からそれぞれ歯科医業発展のため
協力していきましょうとのお話を頂

いた。中西国人同窓会常任理事から
後日開催される「同窓会フォーラ
ム」についての説明があった。
懇親会は和やかな雰囲気の内に時
が経ち，森岡俊介副会長の挨拶によ
り閉会した。

（広報委員長 町田貴敏 記）

「平成２２年度受章（賞）者」
（敬称略）

文部科学大臣表彰
川本 強 （江戸川）
佐藤 貞彦 （練 馬）

東京都功労者表彰（都知事表彰）
服部 玄門 （北多摩）

掲示板
＊この掲示板は，同窓会ホームページ http：www.tdc-alumni.jp にも掲載されています。
日程等，決まり次第，できるだけ早めにお知らせください。
印刷，発行日の都合上，会報に載せられない場合がありますが，その場合は同窓会ホームページに
掲載されますので，ご了承ください。

事業種目
日 時

演題及び講師
又は事業内容 会 場 主 催

連 絡 先
外部より
参加可否

学術講演会
平成２３年
７月３日（日）
午後２時～５時

「超高齢社会における口腔疾患へ
の対応」

山根源之先生
（前東京歯科大学市川総合病院

オーラルメディシン・
口腔外科学講座 主任教授）

アポホテル名古屋 錦
会議室

名古屋市中区錦
３－１５－３０

TEL ０５２－９５３－５１１１

愛知県同窓会
連絡先
学術担当常任理事
橋本雅範
TEL ０５２－８１１－３０３３

支部会員

記念品贈呈 左より服部玄門先生，佐藤貞彦先生，川本 強先生，矢崎秀昭会長

29



近畿地域支部連合会

第６３回東京歯科大学近畿連合同窓会
開催
第６３回東京歯科大学近畿連合同窓
会が，さる平成２２年１１月２３日（祝），
滋賀県大津市にある「琵琶湖ホテ
ル」にて開催された。当日は冬晴れ
の天気であり，滋賀，大阪，兵庫，
京都，和歌山から総勢５６名の参加が
あった。各府県支部長による役員会
の後，総会が開催された。
滋賀県支部専務理事中村 忠理事
が司会を担当，滋賀県支部立木 健
副支部長の開会の辞に続いて全員で
校歌を斉唱，物故会員に対し黙祷を
ささげた。
引き続き近畿地域支部連合会会長
北村眞也会長が挨拶を述べられた。
その後，来賓の東京歯科大学同窓会
宮地建夫副会長ならびに髙橋義一専
務理事，同井口廣昭理事の紹介なら
びに挨拶があり，ひき続いて北村
眞也会長から報告事項として，近畿
地域支部連合同窓会は２年に一度の
開催になることが決定したこと，水
道橋への校舎の移転に際し，同窓会

一丸となって寄付活動を活発化した
い旨が報告された。また，大学側の
代表として来県された東京歯科大学
大学院研究科長井上 孝教授から現
在大学を取り巻く環境と学生事情，
水道橋移転までの経緯に対する説明
がなされた。
最後に同窓会員からの寄付を出来
るだけお願いしたいと報告を締めく
くられた。次期開催県は京都支部
で，永田賢司支部長からは２年後に
またお会いできることを楽しみに準
備を進めるとのお言葉をいただい
た。その後，滋賀県支部松田康男理
事の閉会の辞で総会は終了となっ
た。
休憩を挟んだ後，記念学術講演と
して東京よりお招きした江里口 彰
先生による「歯科医療における医療
連携─歯科治療と全身との関わり
─」と題した発表がなされた。
江里口 彰先生は東京で開業され
る傍ら，現在日本歯科医師会常務理
事もされておられる。講演では糖尿
病と歯科の関わり，抗血栓療法患者

の歯科治療方針，今後の全身疾患の
一分野として歯科のなすべき役割に
ついて述べられた。日々の診療でつ
い見逃しがちな患者さんが持つ全身
疾患の把握をもう一度見直すきっか
けとなったと思う。
定刻に講演会は終了となり引き続
き参加者全員で記念撮影を行い，懇
親会に移った。司会を滋賀県支部
岡野克也先生が行い，来賓の滋賀県
歯科医師会会長芦田欣一先生の祝辞
の後，滋賀県支部藤居正太郎先生の
乾杯の発声で宴が始まり和やかな時
とともに同窓の親睦を深めた。宴の
中で，滋賀県支部の島野（旧姓横山）
達也先生（昭和２８年卒）作詞の東京
歯科大学逍遙歌「夕日は沈み」を滋
賀県支部を中心に全員で合唱した。
その後，滋賀県支部藤居正博副支部
長の閉会の辞をもって全ての日程を
終了した。
東京歯科大学のよき伝統である，
年齢を超えた結束力の強さはまだま
だ健在であると実感した一日であっ
た。 （住井浩剛 記）

支部のうごき
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埼 玉 県 支 部

新年会開催
平成２３年１月３０日（日），浦和ワ
シントンホテルにおいて東京歯科大
学同窓会埼玉県支部新年会が開催さ
れました。
副支部長春山良夫先生の開会の辞
にて幕が開き，支部長成田賢二先生
の挨拶と続き，来賓の同窓会会長の
大山萬夫先生には最近の同窓会の動
向，大学学長金子 譲先生からは大
学の水道橋移転について具体的に説
明を交えてご挨拶をいただきまし
た。そして，埼玉県歯科医師会から
は急病の島田 篤会長に代わり専務
理事岩上榮一先生よりご挨拶いただ
きました。また，同窓会副会長の関
泰忠先生にもご挨拶いただきまし
た。他にも埼玉県立大学教授の高久
悟先生，東京歯科大学教授の田﨑
雅和先生にもご出席いただきまし
た。
諸報告の後いよいよ祝宴となり，

埼玉県歯科医師会副会長小杉国武先
生の乾杯で開宴となりました。楽し
く歓談の後，新年会恒例となりまし
たビンゴゲーム大会で，皆様それぞ
れにお土産を手にして大いに盛り上

がりました。楽しいひとときも瞬く
間に過ぎ，校歌斉唱，記念撮影の
後，副支部長の馬橋亟男先生の閉会
の辞にて名残り惜しみながらお開き
となりました。 （海野 智 記）

支部のうごき
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山 梨 県 支 部

平成２２年度 定時総会
平成２２年１２月４日（土）甲府市内の

ホテル談露館にて山梨県支部定時総
会が開催されました。東京歯科大学
同窓会副会長関 泰忠先生，東京歯
科大学大学院研究科長井上 孝先生
にご出席をいただき，渡辺冨裕副支
部長の開会の挨拶で定時総会が開催
されました。
校歌斉唱，物故会員への黙祷，
大森淨二支部長の挨拶に続いて，
井上先生より大学の現状とこれから
の水道橋移転について説明があり，

その後，関先生より移転における同
窓会の役割などについてお話があり
ました。また早川 進先生の厚生労
働大臣表彰のお祝いの報告後，議事
に移り第１号議案より第４号議案ま
で承認決定し，総会は終了しまし
た。
休憩の後の講演は，山梨大学大学
院医学工学総合研究部法医学講座教
授安達 登先生をお迎えし『DNA
から見た日本列島北部の人類史』と
題して行われました。北海道，東北
の縄文時代人の骨についてミトコン

ドリアDNA解析を行った結果
を，ミトコンドリアは何かというよ
うな基礎から解説され，北日本縄文
人の多くがユーラシア大陸北東部に
起源をもつ可能性が示されました。
講演会終了後，全員での記念撮影
に引き続き，来賓の先生方，講師の
先生を交えて懇親会に入り，山梨県
産のワインをＢ級グルメ優勝の甲府
とりもつ煮を肴に飲みながら，恒例
のビンゴ大会など楽しい時間をすご
しました。以上定時総会の報告とさ
せていただきます。（矢崎 篤 記）

水道橋へ ―大学移転「工事のお知らせ」―
白山通り沿いの新校舎用地で右の工事のお知らせを見
かけました。
２月号グラビアにはさいかち坂校舎（仮称）で行われ
た起工式の写真が掲載されたばかりですが，このリパー
ク跡地でも「東京歯科大学水道橋 新館校舎（仮称）新
築工事」のお知らせが張り出されています。
用途：大学，階数：地上１３階／地下２階
着工予定：２０１１年７月１５日，
完工予定：２０１３年５月３１日 等が記入されています。
水道橋への移転が着々と始まっています。

支部のうごき

32



三 重 県 支 部

支部総会のご報告
平成２３年２月２０日（日）午後１時よ

り三重県歯科医師会館に於いて東京
歯科大学同窓会三重県支部総会及び
学術講演会が開催されました。当日
は支部会員２４名が出席，またご来賓
として同窓会副会長梅村長生先生，
学術講演講師として法歯学講座准教
授花岡洋一先生にご出席いただきま
した。
総会は大矢孝臣副支部長の進行の
もと開会，２名の物故会員への黙
祷，柘植敏生支部長の挨拶に続いて
ご来賓の同窓会副会長梅村長生先生
より大学移転，同窓会の課題及び対
応等についてのお話がありました。
その後武藤章美先生が議長に選出さ
れ，支部長より評議員会・東海地域

支部連合会報告，続いて庶務報告，
決算報告，議事が可決承認されまし
た。当支部は本年東海地域支部連合
会総会の当番県であり，魅力ある連
合総会にするべく支部会員の一層の
協力を求め閉会，記念撮影をしまし
た。
学術講演は花岡洋一先生に，大学
移転，入学試験・国家試験，大学現
状のお話の後，「DNA鑑定“超”入
門～必ずわかるDNA分析の実際
～」と題してご講演頂きました。先
生が現在取り組まれていることそし
て普段我々がテレビや新聞で目にす
る個人識別の誤解や知らなかったこ
とについて「なるほどそう言うこと
だったのか」と納得させられるお話
を丁寧に分かり易くかつ面白くお話

して頂きました。
その後中華料理の「陶陶」に会場
を移しての懇親会は，寺本康郎先生
の乾杯の挨拶で始まり，美味しい
コース料理を食べながら和やかに楽
しいひと時を過ごし午後６時に散会
となりました。 （鈴木康之 記）

支部のうごき
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滋 賀 県 支 部

平成２３年度総会
平成２３年度滋賀県支部総会が，さ
る平成２３年２月６日，「彦根キャッ
スルホテル」（滋賀県彦根市）にて
開催された。立木 健副支部長の開
会の辞に続き，校歌が斉唱され物故
会員に黙祷がささげられ，北村眞也
支部長が挨拶を述べられた。
つづいて来賓の東京歯科大学水道
橋病院長一戸達也歯科麻酔学講座教
授による挨拶と大学の近況報告が行
われた。新水道橋校舎の概要や入学
試験，国家試験の現状について説明
があり，入学試験の定員割れ，国家
試験の合格率の低下に悩む大学が増
えている中，大学や学生たちが努力
を怠らず良い結果を保っているとの
報告があった。
その後，議事に入り平成２２年度事
業報告，会計報告がなされ，平成２３
年度の事業計画の協議を行い承認さ
れた。次期支部長については引き続
き北村眞也先生が選出され満場一致
で承認され，藤居正博副支部長によ
る閉会の辞で総会は締めくくられ

た。
休憩をはさんだ後，一戸達也教授
により「歯科治療時の全身管理～事
故予防と緊急対応の基礎知識～」と
題し学術講演会が行われた。歯科治
療時の全身合併症，またそれへの対
処についてわかりやすくお話しいた
だき，日々の診療で起こりうる様々
なアクシデントに対してあらためて
知識を整理するきっかけとなった。
学術講演会終了後，記念撮影を行
い懇親会へと移った。藤居正太郎先

生の乾杯の発声で宴が始まり，和や
かな時とともに同窓の親睦を深め
た。恒例となった滋賀県支部の島野
達也先生作詞の東京歯科大学逍遥歌
「夕日は沈み」を全員で合唱し閉会
となった。

夕陽は沈み 月冴えて 江戸の川
辺を 我行けば
映る都の影 あわく 月影くだく
水あわれ （中瀬一輝 記）

支部のうごき
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クラス会だより

弥 生 会 昭和５４年卒

衆議院議員川口 浩君を磨く会
平成２２年１１月１７日（水）ホテルニュ
ーオータニ鳳凰の間において，昭和
５４年卒弥生会の会員である衆議院
議員川口 浩君の「衆議院議員川口
浩君を磨く会」が開催された。「励
ます会なら聞いたことがあるけれど
磨く会は初めてだ」と挨拶の中で繰
り返されたことである。「磨く会」
の名称は選挙のたびに白衣を着て大
きな歯ブラシを持って戦ってきた
川口君らしい名称である。
ご挨拶は熱田理事長，金子学長を
筆頭に平野博文前官房長官，海江田
万里内閣府特命担当大臣（当時），
大久保満男日歯会長，堤 直文日歯
連盟会長（当時）の方々であった。
また大山同窓会長も（写真）乾杯で
ご挨拶を頂いた。東京歯科大学，同
窓会等の大きな期待を川口君は背
負っている。
この会に先立ち衆議院第二議員会
館会議室において「歯科医療の現状
と課題についての意見交換会」が
あった。川口君によれば疲弊してい
るといわれている歯科界の問題点，
今後のとるべき方策を皆様の議論を
うかがわせて頂きながら，改めて考

えることのできる機会となったとい
うことだ。
会場には同級生もかけつけ川口君
と記念写真におさまった。まだ他に
同級生がいたかもしれないが顔を確
認できたのは右の面々です。みんな
誇らしい気持ながら，川口君の重責
を思わずにはいられなかった。
最後に川口君からのコメントで
す。『「川口 浩君を磨く会」では，４００
名余りの皆様方から激励を頂戴し，
重責を感じつつもより一層のやる気
と活力を見出した次第でございま

す。皆様からのご声援を裏切ること
なく，一日一日を大切に実りあるも
のにしてまいりたいと思っておりま
す。今後ともご声援のほど，どうぞ
よろしくお願い申し上げます。』

（昭和５４年卒 三友和夫 記）

クラス会開催日程

八 紫 会（昭和３５年卒） と き 平成２３年１０月８日（土）～１０日（月）
１８：３０～

ところ 熊本 ホテル日航熊本 ５階「こすもす」

久 喜 会（昭和３６年卒） と き 平成２３年１１月２日（水）１７：００～
ところ 帝国ホテル本館

新 葉 会（昭和６３年卒） と き 平成２３年９月２４日（土）１７：３０～
ところ 東京ドームホテル
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OB会・グループ・サークルだより

永らく写真部の部長をおつとめに
なられていらした藥師寺 仁先生
が，平成２２年５月末日にめでたく定
年退職されました。写真部を牽引さ
れていらした藥師寺先生に感謝の意
をこめて写真部OBが集い，平成
２３年２月２６日，水道橋「後楽園飯
店」において「藥師寺 仁 先生を
囲む会」が開催されました。
当日には，藥師寺先生の前に写真
部部長でいらした見明 清先生をは
じめ１４名のOBが集まりました。
会の冒頭，OB会会長の矢島先生
から藥師寺先生に対する感謝の言葉
とご挨拶がありました。引き続き，
見明先生から今後の写真部の活発な
活動に期待する旨の激励とともに乾
杯のご発声をいただき，宴が始まり
ました。
会の半ばには，藥師寺先生からお
礼のご挨拶とともに，大学移転に関
することなどを含めた大学の現状

を，加えて臨床教授として水道橋病
院にて臨床活動を継続していること
など先生ご自身の近況をお話いただ
きました。
ここで，OB会を代表して笠井先
生から藥師寺先生に記念品が手渡さ
れました。一方，藥師寺先生から参
加者全員に御礼の品が送られ，楽し
い時間はあっという間にすぎ，閉会
となりました。
久しぶりに写真部OBが集い，旧
交を温め，親睦をはかることが出来
ました。お世話になりました藥師寺
先生にはあらためまして御礼申し上

げますとともに，今後のご健康をお
祈りいたします。
参加メンバー：見明 清先生（Ｓ２８
卒），臼井久雄先生（Ｓ４０卒），矢島
芳明先生（Ｓ４８卒），佐藤隆明先生
（Ｓ４９卒），笠井俊一先生（Ｓ５１卒），
有泉祐吾先生（Ｓ５６卒），田中 祝先
生（Ｓ６１卒），天野聖志先生（Ｓ６２
卒），関根秀志（Ｓ６２卒），植松一郎
先生（Ｓ６３卒），渡邊宇一先生（Ｓ６３
卒），徳山俊丈先生（Ｈ５卒），山口
雅史先生（Ｈ７卒），玉井和樹先生
（Ｈ１４卒）

（昭和６２年卒 関根秀志 記）

写真部OB会
藥師寺 仁 先生を囲む会
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３月
１） 理事会
３月１０日（木） 第２回常任理事会

２） 委員会
３月１日（火） 会則検討チーム打合せ会
７日（月） 会則検討チーム打合せ
７日（月） 事業推進部（学術委員会・プログラム委

員会）
１０日（木） 事業推進部（大学・同窓連携委員会・

インプラントセミナー運営委員会）
１８日（金） 東京歯科大学同窓会東日本大震災対策

部会
２３日（水） 事業推進部（学術委員会・研修委員会）
２８日（月） 東京歯科大学同窓会東日本大震災対策

部会
２８日（月） 事業推進部（学術委員会・企画委員会）
２９日（火） 事業推進部（大学・同窓連携委員会・

インプラントセミナー運営委員会）
３０日（水） 会則検討チーム打合せ会

３） 出張
３月５日（土） 青森県支部総会 片倉副会長出席

学術講演会 講師・中川寛一教授（母校）
１１日（金） 東京歯科大学衛生士専門学校卒業式

大山会長出席
１２日（土） 群馬県支部総会
１６日（水） 世田谷支部総会
１７日（木） 第１１６回東京歯科大学卒業証書・学位記

授与式 大山会長出席

４） 事業
３月１０日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府県

歯会長と同窓会役員との懇談会
２３日（水） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話

会準備会

４月
１） 理事会
４月１６日（土） 第２回理事会

２） 委員会
４月１日（金） 総務・厚生部（厚生委員会）
１日（金） 事業推進部（学術委員会・プログラム委

員会）
４日（水） 会則検討チーム打合せ会
６日（水） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
７日（木） 事業推進部（シンクタンク委員会）
１１日（月） 東京歯科大学衛生士専門学校入学式

大山会長出席
１１日（月） 総務・厚生部（厚生委員会）
１１日（月） 事業推進部（大学・同窓連携委員会・

インプラントセミナー運営委員会）
１２日（火） 平成２３年度東京歯科大学入学式

大山会長出席
１２日（火） 事業推進部（保険委員会）
１２日（火） 渉外部委員会
１３日（水） 事業推進部（大学・同窓連携委員会・

インプラントセミナー運営委員会）
１５日（金） 広報部（会報委員会）
１８日（月） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
２２日（金） 広報部（ホームページ委員会）
２３日（土） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
２５日（月） 事業推進部（学術委員会・企画委員会）
２７日（水） 事業推進部（学術委員会・研修委員会）

３） 出張
４月１６日（土） 大分県支部総会 関副会長出席

４） 事業
４月３日（日） 第２７回全国歯科大学同窓・校友会学術

連絡会準備会
６日（水） 第２７回全国歯科大学同窓・校友会学術

連絡会準備会
２２日（金） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会準備会
２４日（日） TDC卒後研修セミナー〔卒研セミナー

№２実習ｂセミナー（「攻めのTBI と
フッ化物の応用」～治療を目的とした，
知って得するテクニック～）

庶 務 日 誌
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５月
１） 理事会
５月１８日（水） 第３回常任理事会

２） 委員会
５月９日（月） 事業推進部（学術委員会・プログラム委

員会）
１０日（火） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
１１日（水） 広報部（会報委員会）
１１日（水） 事業推進部（大学・同窓連携委員会・

インプラントセミナー運営委員会）
１６日（月） 会則検討チーム打合せ会
１７日（火） 事業推進部（大学・同窓連携委員会・

インプラントセミナー運営委員会）
１９日（木） 事業推進部・企画会議（仮称）
２０日（金） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
２３日（月） 事業推進部（学術委員会・企画委員会）
２３日（月） 広報部（ホームページ委員会）
２４日（火） 会則検討特別委員会
２５日（水） 事業推進部（学術委員会・研修委員会）
２５日（水） 総務・厚生部（ゴルフ大会委員会）
２６日（木） 事業推進部（大学・同窓連携委員会）
２７日（金） 事業推進部（シンクタンク委員会）

３） 出張
５月１日（日） 鹿児島県支部主催学術セミナー

講師・三浦 靖先生（千葉県開業）
２０日（金） 小石川支部総会 臼井常任理事出席

学術講演会 講師・矢島安朝教授（母校）
２１日（土） 近畿地域支部連合会支部長会

髙橋専務理事，井口理事出席
２１日（土） 秋田県支部総会 山本常任理事出席

学術講演会 講師・高瀬保晶准教授（母校）
２７日（金） 渋谷支部総会 宮地副会長出席
２８日（土） 四国地域支部連合会総会（高知県支部

担当）
大山会長，髙橋専務理事，久保田理事出席
学術講演会 講師・関根秀志准教授（母校）

４） 事業
５月１４日（土） TDCインプラントセミナー・マスター

コース
１５日（日） TDCインプラントセミナー・マスター

コース

６月
１） 理事会
６月１５日（水） 第４回常任理事会

２） 委員会
６月１日（水） 事業推進部（保険委員会）
３日（金） 総務・厚生部（厚生委員会）
３日（金） 事業推進部（プログラム委員会）
１０日（金） 広報部（会報委員会）
１３日（月） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
２１日（火） 会則検討特別委員会
２２日（水） 事業推進部（学術委員会・研修委員会）
２５日（土） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
２９日（水） 広報部（ホームページ委員会）

３） 出張
６月１１日（土） 東北地域支部連合会総会（青森県支部

担当）
大山会長，髙橋専務理事，高橋理事出席
学術講演会 講師・髙野伸夫教授（母校）

２５日（土） 中国地域支部連合同窓会（島根県支部
担当）
大山会長，髙橋専務理事，山根理事出席
学術講演会 講師・加藤広之講師（母校）

２５日（土） 新潟県支部総会 宮地副会長出席
学術講演会 講師・高柳篤史先生（埼玉県開業）

２５日（土） 九州地域支部連合会支部長会
関副会長，濱田理事出席

４） 事業
６月２日（木） 監査会
５日（日） 学年代表者会
１８日（土） TDCインプラントセミナー・マスター

コース
１９日（日） TDCインプラントセミナー・マスター

コース
２６日（日） TDC卒後研修セミナー〔卒研セミナー

№３ディスカッションセミナー（「義歯
の設計を考える」～診るポイントとは～）

庶 務 日 誌
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●昭 ４３ 卒 加 藤 實（６７歳） ２３．２．１０
静岡県支部 〒４２６‐００２３ 藤枝市茶町１－１－４５

●昭 １７．９ 卒 後 藤 秀 夫（９１歳） ２３．２．１２
兵庫県支部 〒６５６‐０４２２ 南あわじ市榎列上幡多２３９

●昭 ３８ 卒 猪 股 幸 太（７３歳） ２２．１２．８
青森県支部 〒０３８‐１３１１ 青森市浪岡町大字浪岡字細田１５１

●推 薦 会 員 小 林 タマヱ（８８歳） ２３．２．１７
広島県支部 〒７２０‐０８３２ 福山市水呑町１８６２－３

●昭 ２２ 卒 渡 辺 雄 幸（８７歳） ２３．２．１６
青森県支部 〒２８５‐０８５８ 佐倉市ユーカリが丘５－１－１－４０３

●昭 ６２ 卒 小 澤 緑（４９歳） ２３．３．２
足 立 支 部 〒１２３‐０８６４ 足立区鹿浜４－１４－１６

●昭 ３４ 卒 清 藤 勇 也（７６歳） ２３．３．２
青森県支部 〒０３６‐０２１２ 平川市尾上栄松５５

●昭 ２６ 卒 行 形 勝（８１歳） ２３．３．６
新潟県支部 〒９５１‐８１６１ 新潟市関谷松波町３－３０６－３

●昭 ３１ 卒 酒 井 眞 一（７５歳） ２３．３．１７
横浜鶴見支部 〒２３１‐０８６２ 横浜市中区山手町２１－１－２０１

●昭 ４７ 卒 廣 瀬 琢 真（６６歳） ２３．３．１９
茨城県支部 〒３０８‐０８２５ 筑西市下中山５８２

●昭 ３６ 卒 柳 澤 勇喜夫（７５歳） ２３．３．１７
芝 支 部 〒１０８‐００７３ 港区三田２－１９－１５

●昭 １８．９ 卒 小 林 温 雄（８７歳） ２３．３．２８
新潟県支部 〒９５０‐０１３７ 新潟市江南区城山１－１－８

●昭 １７．９ 卒 田 中 嘉 實（８９歳） ２３．３．１９
福岡県支部 〒８３０‐０２０７ 久留米市城島町城島３５－１

●推 薦 会 員 横 山 勝（９７歳） ２３．３．３０
高知県支部 〒３０８‐０８２５ 高知市北竹島町４９１

●昭 ８ 卒 門 馬 弘（９９歳） ２３．３．１８
福島県支部 〒９７４‐８２３２ いわき市錦野下り立２

●昭 １８．９ 卒 島 信 行（８８歳） ２３．４．３
富山県支部 〒９３０‐００５７ 富山市上本町５－３２

●昭 １８．９ 卒 鶴 田 丞 次（８８歳） ２３．４．４
山梨県支部 〒４０５‐０００６ 山梨市小原西７５４

●昭 ２０．９ 卒 川 村 昇（８６歳） ２３．４．７
山梨県支部 〒２３９‐０８０３ 横須賀市桜が丘１－２５－１０

●昭 ２３ 卒 黒 河 成 海（８４歳） ２３．４．４
広島県支部 〒７２６‐０００５ 府中市府中町２５７

●昭 ３２ 卒 山 田 勉（７８歳） ２３．４．１０
大阪府支部 〒５９３‐８３０１ 堺市上野芝町４－２４－２８

●昭 ２９ 卒 森 耕 一（８１歳） ２３．４．１５
岐阜県支部 〒５０３‐０８８９ 大垣市高砂町２－４

●昭 １０ 卒 今 井 一 郎（９９歳） ２３．４．１３
栃木県支部 〒３２２‐０３０５ 鹿沼市口粟野８８０－６

●昭 １５ 卒 柳 田 浩 司（９３歳） ２３．４．２５
栃木県支部 〒３２９‐０６１１ 河内郡上三川町上三川４９４４－２１

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）
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井上好平君を悼む 晃和会（昭和４３年卒）

井上好平君
は，平成２３年１
月２４日にこの世
を去った。彼が
久し振りに電話
をしてきたの
は，死の約３年

程前であった。
「俺は大腸ガンになったよ。手術
は成功したのだが，肝臓に転移した
みたいだ。」
しかし，明るく冷静に語り，悟っ
たような話し方だった。
私は今まで，彼の住む常滑を訪れ
たことはなかったが，この時から市
川在住の石田 剛，野村悠爾，名古
屋の牧野健司と，年に数回常滑へ訪
れることとなった。

その間には旅もし，行く度ごとに
夜遅くまで語り合い宴となった。
それは，彼自身の人生６７年を物
語るように，人が好きで，人を愛し
続けた男であった。
病が発病してから，地元中心に
「好平まだ生きているかい？（会）」
が結成されている。彼自身の人間味
が出ている感じがする。
亡くなるまで３回開催されたが，
常に３００人程が出席し，楽しい会と
なった。そして私自身，常滑に多く
の友人が出来た。
彼が闘病生活の中で描いた，絵
画，書，陶器等の個展を開催し，彼
の多才な才能に，改めて驚きとエネ
ルギーを絞り出すような力強さを感
じていた。しかし２回目の個展が，

亡くなる１５日前となった。
彼の自画像は，修業僧の様な異様
さと，闘う戦士のようでもあった。
風景画の中に，赤い雲が描かれて
いたが，「おい千葉，俺を極楽の西
方に導いてくれているように見えた
んだよ。」と私に語っていた。その
言葉が最後の言葉となった。
葬儀には彼の人間性を物語るよう
に１，０００人以上の人が参列してい
る。
これから三代目となる啓介君，
貴詞君の御子息が，立派に歯科医院
を継承していることが何より心強い
ことである。
ご冥福を心よりお祈りしたい。

合掌
（昭和４３年卒・千葉光行 記）

井上好平氏 永遠に

平成２３年１月２４日，井上好平氏，
逝く。ご遺族の悲しみは如何ばかり
かとご推察致します。年賀状ではま
だお元気なご様子でしたのに，１月
５日受信の携帯のメールには，昨年
の１１月下旬頃から病状が優れず病
院での年越しとなったとあり，何か
しら胸騒ぎを覚えた。お見舞いの約
束を果たせなかったことが悔やまれ
る。
振り返れば，この同窓会報・平成

２１年４月号の愛知県支部長の牧野
健司先生による，井上氏の紹介記事
が氏と旧交を温める契機となった。
氏の座右の銘である，血脇守之助先
生の言葉，「世の中は五分の真味に
二分侠気，あとの三分は茶目で暮ら
せよ」の氏独特の筆力のある墨書
は，お馴染みの書体で，懐かしかっ
た。お互いに連絡を取りあい，新緑
のまぶしい初夏，３２年振りに京都
で再会。京料理の昼食・古刹清水寺
のコースで学生時代の気分に人生経
験という分別を加味して語り合いな

がら貴重な時を過ごしたものです。
交友範囲の広い井上好平氏の，病
気に落ち込まず前向きに愉快に生き
ようという姿に，周りの仲間が逆に
元気を貰い，どんなに励まされたこ
とでしょう。学生時代以来，友人の
一人として私にも親しく，親切にし
て頂いたことの記憶を辿れば涙が溢
れ出てきます。
氏の戒名，「徳を好み眞を行え」
は，まさに氏の生き方そのものであ
り，人生訓でもあります。 合掌

（昭和４４年卒・久松 聰 記）

●昭 １９．９ 卒 西 田 眞（８８歳） ２３．４．６
三重県支部 〒５１９‐３６１５ 尾鷲市中央町３－３

●昭 ３１ 卒 竹 原 茂 久（８１歳） ２３．５．３
島根県支部 〒６９５‐０１５６ 江津市有福温泉町７１１

●昭 ２２ 卒 岡 田 一 郎（８５歳） ２３．５．３
新潟県支部 〒９５０‐００１６ 新潟市中央区沼垂西１－１２－１７

●昭 ３８ 卒 土 方 黎 子（７４歳） ２３．５．３
山形県支部 〒９９２‐００４７ 米沢市徳町７－３８－６

●昭 ３９ 卒 柳 弘 治（７１歳） ２３．５．９
空 知 支 部 〒０７３‐００２２ 滝川市大町３－５－２２

●昭 ５ 卒 板 井 静 馬（１０５歳） ２３．４．１８
福岡県支部 〒８１５‐００３２ 福岡市南区塩原４－２５－３３

追 悼

逝 去
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広報部委員会
委 員 長 三友 和夫
委 員 東郷 幹夫

小池 修
古澤 成博
志村 圭子
福井 雅之
渡邊 宇一
島田 篤

広報部担当理事 臼田 準

◆投 稿 規 定
⑴ 原稿締切り
原稿の締切りは，奇数月の１０日までとし，原則
として翌月発行の会報に掲載いたします。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮ください。ワープロ使用の場合は１行
１６字で設定して下さい。写真はピントのあった
ものを，大きいサイズ（２Lなど）で，集合写
真のみでなく，スナップなども添えて下さい。

⑶ 投 稿 字 数
① 「すいどうばし」欄（随想，詩，短歌，時評な
ど）は，１編１，６００字程度

② 「支部のうごき」「クラス会だより」は，本文
のみの場合１，６００字程度。写真が入る場合，３

段抜き９００字，２段抜き４００字，１段抜き２００字
減らして下さい。

③ 「追悼」は，５００字程度
⑷ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。
なお，掲載については委員会にご一任いただきます。

⑸ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真などの場合は，その旨書き添えて
下されば返送いたします。
写真は同窓会ホームページにも掲載されること
があります。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページhttp : //www.tdc-alumni.jp/membersonly/kouhoubu.php をご覧下さい。

◆へんしゅうこうき ★ 大震災２日後の１３日には早くも同窓会ホームページ内に「災害情報用掲示板」が
開かれ，被災地の生の情報や知人の安否確認にと有効に活用されました。
情報を瞬時に多くの人へ伝えやりとりするという事は，一昔前の情報手段では考
えられなかったことです。同窓会の素早い対応は頼もしい限りです。
そして震災当日携帯メールや電話が不通だったのを横目に，ツイッターやフェイ
スブック，スカイプなどの情報手段が有効でした。いざという時の為に，早速自分
も取り入れてみました。
★ ３月２２日に第１０４回歯科医師国家試験の合格者が発表されました。
全体の合格率は７１％で，４年振りに７０％台に回復したものの，受験者は３年連続で
減少していました。東京歯科大学は今年も私立歯科大学中トップの座を守り，同窓
として誇りに思える発表でした。
★ 母校だよりには，２３年度新入生の記事，名簿が記載されています。今年度の新入
生が水道橋校舎に入るのは来年度からになります。思い起こせば自分が入学した年
も１年生の間は市川校舎で，２年生から稲毛の新校舎に移転した年で丁度今年度の
新入生と同じ境遇でした。
名簿を見ると同級生の子弟らしき名前もあり，自分も年を取った事を実感しまし
た。
★ 平成２３年５月より，個別の算定項目がわかる明細書の原則無償発行が義務化され
ました。中医協が２２年１２月から２３年１月までに行った無作為調査によると，歯科診
療所の３割強が明細書を発行しているが，患者の６割強は明細書発行の必要性を感
じていないとの結果です。しかし，時代の流れは今後明細書発行が当然となってい
くと感じています。

（福井 雅之 記）

平成２３年５月２０日 印刷
平成２３年５月２５日 発行
東京歯科大学同窓会会報 第３８１号

発行人
編集人

臼 田 準
三 友 和 夫
東 京 歯 科 大 学 同 窓 会

同窓会ホームページアドレス
http://www.tdc-alumni.jp

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
電 話（０３）５２７５－１７６１
ＦＡＸ（０３）３２６４－４８５９

印刷所 一 世 印 刷 株 式 会 社
〒１６１‐８５５８ 東京都新宿区下落合２－６－２２

電 話（０３）３９５２－５６５１（代）
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